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ま
す
。

勝崎-"

E 

日
六

O
地

区

の

ロ

!

タ

リ

i
ク

ラ

ブ

円
以
ニ
山
一
一
旧
で
御
校
告
し
・
ま
し
に
以
后
ぷ
承
認
さ
れ
に
総
ク
ラ
ブ
は
左
の
泌
り

。
設
-
川
川
口

i
タ

リ

i
ク

ラ

ブ

a
L
L

ノ

「

Z
H
1
1
」

入
月
一
一
六
日
承
認
。

(

チ

ヤ

l
h
o
-
-
委

総

七

福

ぷ

ポ

Y

す

l
名

古

屋

ロ

i
タ

リ

i
ク
ラ
ブ
。

幹

事

一
一
一
一
名

チ
ヤ
一

l

k

l
メ

ム

バ

ー

会

長

府
a

手

z
k
p

M
Y
A
h
-鴻
J

-

J

d

L

自

弁

紙

一

郎

甲
山
戸
川

FZ
広
川

一3
↑
一
、
才
一
旬
お
れ

法
-
一
術
市
花
田
町
石
塚
四
二

内
山
凪
総
局
工
会
誠
一
防
内

〈
電
三
B

一
一
一

1
一
一
一
二
一
一
ニ
〉

H
H
け
H
H

ね円
V

問
所
段
泌
貿
易
一
商
工
館

〈
省
一
一
一
、
一
一
四
〉

一
ニ
エ
一
一
O

'ド

E
日

"ー

/
h
μ

合

こ

れ

で

ぶ

六

O
地
磁
の
ク
ラ
ブ
は
一
一
一
八
芯
な
り
会
長
数
は
一

、

凶

九

九

ピ

な

り

ま

し

に

。

ア

イ

Y

ョ
ィ
ほ
・
幹
奈
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

0

9
ず

ジ

町

一

ユ

1
9
1
F
Y
V
F
で

は

人

口

五

六

O
入

ぷ

設

し

一

人

の

口

i
タ

リ

ア

シ

が

め

る

ε
い

う

。

試

に

我

郊

の

欽

議

を

阿

見

ま

す

芭

五
五
、

0

0

0
人

に

一

人

の

口

i
タ

り

ア

ン

ε
い
う
こ
さ
に
な
り
・
ま
す
。



骨

向

、

京

都

口

i
タ
リ

i
ク

ラ

ブ

の

事

務

所

は

京

都

市

中

京

滋

一

一

一

路

惑

烏

丸

邸

入

株

式

会

ず
り
J

タ

社
千
刷
出
向
に
も
例
合
場
は
一

O
月
…

日
以
後
京
訪
問
時
前
日
ブ
タ
ヨ

1
0
ホ
ア

Y

に
捷
一
見
@
O
A
a
 

総

箆

百

貨

底

〈

目

隠
V

向
山
口

i
タ
リ

i
ク

ラ

ブ

は

九

月

一

三

日

以

后

事

務

所

恐

師匠喝

、J

日
い
移
り
ま
し
に
。

〈
電
六
ぉ
六
時

凶

も

デ

ヤ

l
hが

3
ナ
・
ぺ
子
ぢ
公
式
訪
問

例
合
問
切
芭
も
向
山
市
下
之
町
晴
天

ロ

i
タ
リ

i
財

悶

へ

の

日

九

月

五

日

続

松

口

i
タ
り

i
ク

ラ

ブ

の

チ

ャ

ー

タ

ー

ナ

イ

ト

は

綴

る

盛

大

に

行

わ

仇

弔

O

O

M
忠

則

的

を

ガ

グ

ア

ナ

ー

に

手

交

し

も

式

後

滋

名

湖

上

の

舟

タ

ー

ナ

イ

ト

は

一

の
見
-
一
切
に
款
を
悲
し
む
。
今
の
芯

ζ

ゐ

決

定

し

て

い

る

ナ

ヤ

ー

五

日

東

。

見

一

ニ

日

甲

府

屯

同

日

近

ざ

名

物

つ

ね

こ

ん

ぞ

い

五

日

律

、

同

月

三

日

長

崎

も

同

一

京

市

お

よ

び

京

京

北

も

同

一

人

日

静

岡

等

で

ゐ

る

。

一
一

i
一一一

公

式

訪

問

は

九

月

六

i
七
.
日
陸
自
市
首
七

i
八

日

体

、

入

i
九

日

一

宮

も

日

名

古

屋

の

各

ク

ラ

ブ

じ

行

わ

れ

屯

何

れ

も

熱

心

に

'

診

加

さ

れ

に

こ

ぜ

を

戚

謝

い

に

じ

ま

設
阻
ん
の
お
手
俸
を
し
ま
し
に
。

す

。

備

新

ク

ラ

ブ

で

ゐ

る

設

話

口

i
タ
り

i
ク
ラ
ブ
を
一
一
一
一

i
一

四

日

訪

問

し

て

正

し

き

四

日

市

忠

一

宮

で

は

そ

れ

ぞ

れ

公

式

訪

問

の

機

合

に

口

i

タ
リ

i
財

包

に

お

す

る

寄

附

金

の

手

交

を

受

け

が

グ

ア

ナ

l
b
u
縫

寄

与

せ

ま

し

に

。

九
月
日

八

i
一

九

日

今

后

の

公

式

訪

問

は

大

体

左

の

通

り

じ

い

た

し

ま

す

。
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九
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/
圃
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九

i

一O 
日
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山

rJ 

一
一
七

i
一
一
八
日

お

先i

ff 

二

八

i
ニ

九

日

"白iビま

島

fl 

一
一
九

i
一一一

O
日

rτE 

r::u 

松

そ

の

他

の

ク

ラ

ブ

じ

は

紙

次

お

伺

い

に

し

・

ま

ず

。

e

h

苛
坊

ご
，
コ
ふ
μ
4
9

G
M
.
q凶

何
回
吋
阿
国
司

提

出

を

お

忘

れ

な

き

ょ

う

も

は

公

式

訪

問

の

諒

頂

裁

出

来

る

よ

う

御

前

ω
蕊

を

綴

い

ま

す

。

M
M
O
M
W
 

Q

0

4
回
一
切
出

O

凡

亡。

J
N
H
ω
N
J問
題

の

叉

委

員

長

の

報

告

五
、

p
v
y
プ

申

プ

V

F

A

Y

の

設

刊

に

や

い

て

必

宮

ロ

ー

タ

リ

ー

ク

ラ

ブ

は

週

刊

合

殺

を

後

行

し

て

い

ま

す

。

お

賞

品

目

の

折

れ

る

仕

事

ザ

-hmω

い

ま

す

が

そ

の

叫

以

来

は

顕

著

な

る

も

の

が

ゐ

る

乙

ご

を

期

待

し

て

も

そ

の

英

闘

に

敬

一
訟
を
表
し
・
ま
す
。
今
治
喝

四

日

市

一

郎

ク

ラ

ブ

の

総

書

趨

設

は

最

も

持

率

的

な

方

法

官

戚

心

し

て

い

ま

す

。

米

に

プ

V
-
7
4
Y

に

手

の

付

い

て

い

な

い

ク

ラ

ブ

噂

又

折

hm始
め

ら

れ

に

が

・

中

絶

し

て

い

る

ク

ラ

ブ

も

ゐ

る

よ

う

で

す

が

唱

是

非

こ

の

際

少

く

芯

も

月

刊

金

報

を

後

行

さ

れ

、

治

々

巡

刊

に

波

長

す

る

よ

う

卸

議

カ

を

希

望

し

ま

す

。

ム
ハ
噛
「
四
つ
の

-
Y
A
b
」

〈

時

間

回

国

0
.
q
同
t
J司
hr.同
時
国
切
パ
吋

、J

去

る

六

月

五

日

付

ガ

グ

ア

ナ

l
A
む〆

9
1
第

一

二

信

で

設

表

し

た

吋
四
つ
の
ア
町
内
ト
」

邦
諮
試
宗
'
ぜ
ん
必
の
に
め
こ
〉

に
一
件
践
し
ま
す
。

軍

国

山

内

容

A

か
、

阪

は

な

い
か
め
f

一

一

、

設

事

者

の

諮

に

も

公

正

-m
川

、

設

か

に

不

公

卒

で

は

な

い

か

?

・

一一、

好

法

芯

友

憶

を

増

す

か

も

故
意
志

沿

尽

を

招

か

な

い

か

?

・

問
、
蛍

事

者

会

部

の

に

め

に

な

る

か

も

修、

談

か

の

不

利

に

は

な

ら

な

い

か

Q
f

ζ

の

企

に

つ

い

て

は

3

m
凶

G
出
回
凶
炉
M
W
吋
咽

ω
恒
国
同
時
国
M
W
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U 

K
4令
官

y
メ

Y

L

r

が

裁

せ

ら

れ

て

い

ま

し

に

し

百

「
凶
つ
の

-
Y
A

L四

の

版

器

所

有

去

で

ゐ

る

-
Y
I
P
-
兵

か

ら

も

意

見

が

寄

せ

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

肝

心

な

皆

様

の

御

意

見

が

来

立

惑

っ

て

い

ま

せ

ん

。

間



叶
京
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W
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守
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一

言
句

-
A
H
t
k円
U

討
会
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T
t
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正、，

そ

れ

は

公

明

正

大

な

り

や

そ

れ

が

好

忍

t
友
愛
を
増
九
返
す
る
や

ピ

ゐ

り

ま

し

に

。

そ

れ

が

す

べ

て

の

人

民

針

し

て

有

益

な

り

や

、

原
文
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災
訟
を
…
侍
"
託
、
'
抗
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箆
右
銘
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す
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よ
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名
築
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え
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@

レ
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H
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G
H
J
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吋
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ω
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〉

ロ
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た
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O
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催
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盛
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一
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凶

d
h
r
H

-
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い
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£

は

御

承

知
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返
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で

あ
a
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ま
す
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も
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む

v
-
p
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本

部
-
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h
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潟
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ま

し
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添
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を
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回
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八
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台
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績
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何
回

ω
i
ド
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ω
民
国
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何
日

紹
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二

五

年
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O
R
M

ニ

館
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什
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問

一

雨
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Q
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O
出

回
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ω
h
v
i
ド

ω
ω
o

ロ
ー
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リ
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暗
イ
ン
タ
ナ

h
y
s
ナ
ル
一
窃
六

O
地

区

ガ

グ

ア

ナ
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箆
山
ハ

O
地
区

口

i
b
J
ワ
i

e
ク

ラ

ブ

合

長

。

幹

事

l!f~ 

拝

宅Fも
奴
六

O
地

区

の

口

i
釘
リ

i

e
ク

ラ

ブ

第

六

O
地

底

の

口

手

お

知
‘塩

五

九

九

名

古

な

り

ま

し

に

。

訟

に

御

一

周

従

広

域

え

ま

せ
ん
。

ク

ラ

ブ

は

凶

O
ピ
な
り
、
合
員
訟
は
.
一

品
汗
『
山
手

J
y
y
z
y
'

同

相

一

泣

い

い

協

力

S
れ

に

方

々

に

浮

く

御

i
タ
り

i
9

~
磁
を
出
・
上
げ
ま
す
。
同
こ
の

に

ク

ラ

ブ

は

上

ど

る

引

税

き

御

滋

カ

を

切

認

し

ま

す
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。
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仰
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目
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民
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夫

ぷ

務

所

念

球

市

旭

町

六

九

O

ニ
一
日
一
段
一
一
間
内

ハ
円
単
一
一
七

O
替
〉

fJU 

合

IRJ 

所

本

凶

日

一

ニ

9
5
0
 

の
一
一
つ
で
J

の
り
・
ま
し
て
、
引
続
き
ば
仰
山
砲

明

石

も

松

山

の

各

ク

ラ

ブ

が

結

成

さ

れ

る

答

で

ゐ

り

ま

す

の

昭
和
問

.

.

チ

ャ

ー

タ

ー

0
7
4
1

五

年

経

ー

ほ

邸

に

笈

夜

し

に

ク

ラ

ブ

の

筏

活

に

お

し

て

は

従

来

、

加

盟

A
E

々

も

復

活

ク

ラ

ブ

も

新

設

ク

ラ

ブ

同

滋

一

品

以

平

時

日

る

お

滋

経

過

し

た

乙

ピ

で

色

め

り

労

0

0
ぬ

の

加

援

金

を

川

域

政

8
れ
る
こ
ど
円
い
な
り

が

o
%
以

5
れ

て

来

た

の

で

ゐ

り

ま

す

が

も

ま

し

に

。

な

る

べ

く

本

年

一

私
欲
扶
免
綜
か
も
一
安
一
請
し
て
い
ま
す
が
唱

加

盟

申

訟

の

節

度

決

定

を

見

る

こ

ピ

ピ

開

仰

い

ま

す

。

十
ニ
月
一
一
一
十
一

日

以

後

は

絡

体

民

新

設

ク

ラ

ブ

並

の

欽

ピ

な

り

ま

ず

か

ら

御

承

知

霞

き

下

さ

い

。

ニ
E

設
問
介
の
口

i
・
タ
リ

i
e
ク

ラ

ブ

。
月
一
六
日
魂
'
一
位
も

世

界

に

七

、

六
六
の
ク
ラ
ブ
ピ
一
一
一
郎
ニ

h

0

0

0
名
の
食
日
間

が

め

り

ま

す
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七
月
一

日

以

降

承

認

せ

ら

・

れ

た

ク

ラ

ブ
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五

七

で

、

そ

の

内
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ア
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ア
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岡
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、
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七
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。
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問

ピ

イ

Y

タ

V

ア
ィ
。

y
-
x
l
-
Y
ム

閉
山
一
五
.
自
体
口

i
タ

リ

i
・
ク
ラ
ブ
、
尚
一

一

O
月
一
一
一
日
甲
府
口

i
タ

リ
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i
e
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ヤ
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る
磁
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設
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グ

ア

ム
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及

び
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を

菩

ζ

ば
せ
記
。
一
思
議
南
北
一
関
ク
ラ
ブ
合

-a挺鍋耐暖



一
闘
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l
h
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一

月
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刷
工
、
、
‘
合
唱

7
E
i
H
5
0・μ

長

崎

ピ

凶

向

は

銃

殺

の

遇

。

百

又
山
一
一
月
一

日

に

は

会

設

の

ナ

ヤ

タ

-
L似

芯

式

が

行

わ

れ

る

。

公

式

訪

問

は

銃

殺

の

諮

り

税

成

、

大

阪

九

綴

踏

の

各

hγ

認

誠

な

る

協

カ

金

受

げ

に

こ

ど

に

鈴

じ

て

深

く

感

謝

の

認

を

表

J

山

守

主

屯

晶ぺ・

1.

‘一--

西

宮

、

京

・

鎖

、

料

戸

も

ラ

ブ

に

針

し

て

行

わ

れ

、

し

ま

す

。

何

回

山

形

ク

ラ

ブ

を

九

月

ニ

六

百

七

日

に

訪

問

し

て

新

ク

ラ

ブ

指

導

の

御

手

停

を

い

に

し

ま

し

た

。

但

し

同

山

ク

ラ

ブ

の

公

式

訪

問

は

部

会

に

よ

れ

ヲ

後

返

し

ま

し

に

。

そ

の

后

決

定

の

分

は

次

の

認

り

で

め

り

ま

す

。

今

伎

の

議

定

は

総

統

の

滋

り

、

月
二
日

i
ニ

ニ

日

3iz 

京

月
三

O

i

一ニ
月
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日

Oo 

山
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一
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五

日
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4回
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印
刷
O
M
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切

衣
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で

記

入

し

て

下

さ

い

。

各

委

員

長

の

報

告

は

日

本

語

で

結

縫

で

ゐ

り

ま

ず

か

ら

公

式

訪

問

の

ぽ

頂

裁

で

き

る

よ

う

準

備

し

て

お

度

々

申

上

げ

ま

す

よ

う

に

器

G
F
q出

何
回

.
4
H
回
.
笥

同

O
出

4
H
ω
H凶
器

は

英

文

で

タ

イ

プ

ク

イ

い

て

下

さ

い
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O

R
円
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日

名
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口
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リ
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e
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催
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7
4
 0

7

オ

:
-
Y
ム
を
認
絡
し
一
的
松
E

議
出
制
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誌
も

四

日

市

、

一
位
同
屯

岐

阜

の

各

ク

ラ

ブ

の

悲

加

を

得

耳

目
凶
係
議
A
U
を

主

題

医

し

た

総

演

を

議

が

ず

ア

ナ

t

る

出

席

し

屯

折
開
制
凶
漣
遊
山
円
い
総
し
も

成

し

た

武

も

ロ

ー

タ

リ

ー

一

戒

の

尚

認

を

熱

心

に

討

議

し

、

非

常

い

い

有

滋

義

な

曾

A
U
で

め

り

ま

し

に

。

今

後

各

地

方

で

こ

の

舗

の

曾

舎

が

皮

々

倦

さ

れ

る

こ

ピ

を

希

同

識

し

ま

す

む

.

問
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i
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リ
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凶
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i
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リ

i
川
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に

鈴

す

る

そ

の
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の

詩
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遜
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め
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ま

す
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徳

島

ウ
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四

O
O
ω

会

討

'1) 

ニニ

O
持

回
一
日
一
九
首

ニ
O

O
凶

今

日

ま

で

の

お

六

0
・
地
鼠
の
係
金
会
一
計
『
二
、

。
一
一
七
、

o
o
o
u
そ

の

米

笈

入

、

四

O 

一
八
持
一
一
一

O
他
。

一
O

O

%
ク

ラ

ブ

は

上

誌

の

怨

品

、

小

念

、

詩
沼
、

'』，
A
J

高

松

を

加

え

て

一

七

ピ

な

り

ま

し

に

。

訟

に

議

有

く

斜

協

力

に

お

し

て

終

く

掬

躍

を

中

ム

げ

ま

す

。

以
叫
ん
学
生
役
読
者
の
浴
お
議
一
銭
は
一

月

-
a
ま

で

に

が

グ

ア

ナ

ー

の

手

許

に

到

着

す

る
必
他
民
が
ゐ
り
ま
す
の
日
間
目
以
訟
は
川
崎
誌
に
交
付
げ
ま
せ
ん
。

九
日
印
式
は

mw
設

に

絞

り

が

め

り

ま

す

の

で

後

締

法

の

決

定

し

に

向

ぷ

仮

り

符

件

以

り

し

ま

ず

か

ら

曾

殺

で

御

出

・

出

で

下

さ

も、

。
候

補

者

の

鐙

窃

に

お

す

る

こ

の

年

度

の

地

区

委

員

は

京

都

下

鳥

義

利

三
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衛

門

卒令

当主

渡

机

辺

楽

吉

合

鋭部

山山

市ヒ市

崎タ大
山-~町

田グ日

O 

1L 

一
備
本
会
名
合
枇
内

事

務

所

例

B汀

泌
山
一
商
工
合
議
所

金

際

日

一

ニ

g

一日一

O

向

奈

良

添

の

泌

山

町

ピ

州

同

議

わ

ぬ

よ

う

弔

英

語

の

場

合

は

同

O
J吋
炉
M
W
吋

G
F
d
M
W
 
O 
地

同
O
M凶
H
.吋
h
r
民
h
r

G
H
パ
吋
吋
.

ピ

務

す

る

乙

ぜ

に

し

ま

し

に

。

一前‘'"民



司島

6 

第
六

O
地

協

の

ロ

i

タ

リ

i

e

ク

ラ

ブ

は

こ

れ

で

四

一

ピ
な
り
合
員
一
ば
は
一

、風

2、
O 

ム
ハ
ど
な
り
ま
し
に
。

日

月

一

一

一

日

提

在

耳

世

界

の

口

i

タ

リ

i

@

ク

ラ

ブ

は

七
b

七

八

、

台

民

政

三

割

ニ

、

0

0

0
名
屯

七
月
一

日

以

降

の

新

ク

ラ

ブ

は

六

九

ど

い

う

こ

ピ

で

ゐ

り

ま

す

が

、

そ

の

凶

初

出

箆

地

底

内

で

は

新

設

.

復

活

を

A
口

せ

て

八

ク

ラ

ブ

が

結

成

承

認

さ

れ

ま

し

た

、

W

A

A

以
に
お
り
ま
す
。

潟
明
石
、

ヘム

h
は
も

4
a
q
-
-骨

一

稲

弁

の

三

ク

ラ

ブ

は

己

に

結

成

さ

れ

目

下

協

必

口

i

タ

り

i

に

加

践
の
手
設
中
叉
は
出
回
一
銭
の
各
週
中
で
ゐ
り
ま
す
。

そ

の

飽

和

紋

山

の

ク

ラ

ブ

も

不

還

後

活
の
A

州
協
定
で
ゐ
り
ま
す
。

問

、

ナ

ヤ

1

8

1
由
ナ

A
L
a
ピ

公

式

訪

同

ピ

イ

Y

衣

l
v
-
7
J
q
l
@
ミ

l
F
7
4
Y
グ

一

月

三

日

の

文

化

の

日

一

い

は

長

崎

ロ

ー

タ

リ

ー

申

ク

ラ

ブ

が

、

尚

一

六

日

比

は

京

，

一
ぷ
弟
、
一
応
京
一
回
ロ
ー
タ
リ
ー
@
ク
ラ
ブ
合
同
で
も

叉
尚
一

八

百

円

い

は

設

関

口

i

タ

リ

i

@
ク
ラ
ブ
が
、

そ

れ

ぞ

れ

ナ

ヤ

1
抑
制

1
停

述

式

を

段

々

し

く

挙

行

さ

れ

、

会

館

各

地

よ

J

り
の
口
i
タ
リ
ア
.
〉
お
よ
び
家
…
践
の
議
加
を
符
て
強

ま
し
に
。

円

μ

、，

B

手

f

y

、AH
に
一
出
も
勢
よ
く
後
足
さ
れ

一
応
京
北
、

一

民

京

凶

お

よ

び

録

的

の

各

ク

ラ

ブ

は

ず

T

I

s

-

@

ナ

イ

ト

の

機

合
に
口
i
タ
リ
i
財
一
凶
に
設
す
る
一

滋

の

認

で

ゐ

り

ま

す

。

o
o
m寄
険

金

を

な

さ

れ

ま

し

た

こ

ピ

は

誠

に

威

続

減

の

滋

り

、

門

司

、

小

念

、

町民
M
H
h
h
'
h
e

M
回
目

H

H

e

d

結
肉
、

長
筒
、

底

抗

同

司

今

治

の

各

ウ

ラ

ブ

じ

y
プ

9

1
な
ぜ
民
一
腕

認

す

る

公

式

訪

尚

を

行

い

、

例

合

日

の

議

長

、

白
川
刊
は
・
日
の
ア
ア
セ

て

も

総

心

に

協

力

さ

れ

た

こ

ピ

を

各

ク

ラ

ブ

に

一

泊

し

て

戚

認

し

て

い

ま

す

。

ぬ
問
今
後
の

公

式

訪

凶

は

・

協

和

の

抱

り

の

日

付

で

行

い

ま

す

が

そ

の

内

説

会

民

よ

り

議

£

し

h

い
も
の

は
左
の
地
り
胃

a二3
It王J

松

一
月
ニ
五
日
及
び
一
一
一

O
日

時事

間

一
二
月
一

，七

日

一
八
日

浜

主と

一
一
一
月
一

八

日

九
日

Q
F
d
.
凶

何
回
.
4
H
回
司

ピ

委

員

長

報

告

沓

の

卒

.

凶

は

出

来

て

い

ま

す

か

?

@

月

八

日

今

治

ロ

i

タ

リ

i

静

ク

ラ

ブ

主

倍

で

凶

歯

p
q
y 

取

1
φ

V

ア

4

1
骨

7 

オ

ー

ク

ム

を

凶

治

、

両
知
、

両

松

、

徳

島

及

び

松

山

ハ
銭
〉

ク

ラ

ブ

の

謬

加

念

特

て

胃

"""" --" 



骨

唱島

ガ

グ

ア

ナ

ー

も

出

お

し

有

設

な

一

討

訟

を

し

ま

し

に

。

叉
一

一
月
日

自
の
お
・
・
和
認
会
日

じ
は
京
'
部
ロ
ー
タ
リ
ー
母

ク
ラ
ブ
主
俗
の
託
'
叩
お

2
4
y

。1
2

@

γ

ア
イ

1
衣

淡

留

が

誠

か

れ
、
修
内
U
H

訪

除

宮

や

三

千

銃

砲

ぷ

先

院

な

古

浴

祐

の

秋

色

hr
訪

ね

た

る

後

浴

妨

ホ

ア

y

に

て

少

時

凶

(

滋

定

巡

延

の

た

め

)

ダ

E
E
串

V
-
7
2
q
g
@

ア

y
セ

Y

プ

9
1
e佐
一
倍
し
首

イ

:/ 

来

春

早

々

大

浜

ク

ラ

ブ

主

俗

で

イ

y

者

l
e
v
-
7
4
1
骨

ア
オ

1
9
ム
関
係
を
決
一
散
し

噌

M

O

J
I
 

そ

の

后

で

和

や

か

な

娩

一

役

舎

が

位

さ

れ

た

。

大
阪
、

西
宮
も
神

点
。
加
者
を
京
鋭
、

戸
b

州
切
石
〈
仮
〉

及

び

姫

路

の

各

ク

ラ

ブ

よ

り

ニ

五

O
名
鳴

ま

こ

ピ

に

口

i
タ

リ

i
に

ふ

さ

わ

し

き

楽

し

い

長

い

で

め

っ

た

e

主

催

ク

ラ

ブ

も

脅

の

折

り

甲

斐

が

め

っ

た

こ

ピ

、
お
思
う

五

、

第

六

O
地

路

名

簿

一
以
部
口
!
タ
リ
i
@
ク
ラ
ブ
州
知
一
品
森
田
一
}
郎
民
の
御
好
意
ピ
犠
牲
的
努
力
に
よ
っ
て

お
ム
ハ

O
地

区

の

名

溶

が

完

成

し

ま

し

た

。

八

門

月

末

現

在

で

ゐ

り

ま

す

が

そ

の

后

に

承

認

さ

れ

た

釧

路

匂

念

殺

の

一

関

ク

ラ

ブ

の

名

絡

も

追

加

さ

れ

て

い

ま

す

。

各
ク
ラ
ブ
ベ
…
附
付
出

ピ
し
て
一

部

は

寄

贈

匂

そ

の

他

合

員

段

に

賂

じ

て

夫

れ

夫

れ

お

念

、

り

し

ま

し

に

。

資

質

一
節
一
一

O

O
凶
。

ま

ピ

多

少

残

泌

が

め

り

ま

ず

か

ら

御

訟

交

に

応

じ

ら

れ

ま

す

@

夜

接

京

綴

市

中

京

区

総

屋

川

町

ニ

保

下

Y
森
邸
一
一
郎
氏
へ
御
一
巡
絡
下
さ
い
。

「
四
つ
の
目
γ
ユ
ト
」

仙

台

の

口

i
h
y
り

i
e

寸
四
つ
の
反
省
」

ど

し

て

次

の

よ

う

な

築

が

寄

ク

ラ

ブ

で

は

せ

ら

れ

ま

し

た

。

ー
成
儲
は
な
き
ゃ

ニ

噂

茶

訟

に

も

袋

五

な

り

や

も
民
一
文
か
匂

一
日
一
屯
好
品
A
E
友

情

ピ

に

欠

く

る

ど

こ

ろ

な

き

ゃ

図

、

英

諮

る

が

利

す

る

芯

ζ

ゐ

ゐ

り

や

向

γ

カ

ゴ

本

出

よ

り

札

上

減

の

プ
-
y
y
p

の

小

粋

は

目

下

品

切

れ

で

ゐ

る

一

1
九
偲
@
凶
五
一
仰
も

「
四
つ
の
予
白
人
ト
」

が
明
年
一

月

に

は

鈎

桂

文

民

総

じ

ら

れ

る

。

材

料

校

設

の

た

め

一

0

1
四
九
間
関
@
凶

0
・仙屯

五

0

1
九
九
回
附
@
一
一
一
七
仙
も

一

O

O
個
以
上
一
一
一
凶
仙
醤
ピ

四
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電喜

一
泌
氏

5
れ

る

口

日

認

知

が

ゐ

り

ま

し

た

@

七

砲

が

ず

ア

ナ

1
公

式

訪

伺

の

ぼ

の

タ

ラ

プ

。

ア

Y

セ
Y

プ

9

1

L
で
1
ム
ズ
@
ア
y
y
@
才
プ
ジ
品

p
y
e
ロ

3
7
4

成

一

む

の

恥

綜

令

企

紺

委

員

合

前
夜
の

の

タ

フ

プ

に

て

が

グ

ア

ナ

1
会

式

訪

問

の

ぼ

の

P
H
Y
プ

e

ア

ア

セ

Y

プ

9

1
の

利

益

に

就

き

討

議

の

結

来

、

少

く

ピ

4
b

ニ

時

同

@
ア
?
セ

Y

プ

9

1
が

必

袋

で

而

も

夕

刻

緩

談

の

機

を

得

る

こ

ピ

が

議

ま

し

立

っ

そ

の

結

果

は

係

る

有

往

で

ゐ

る

ど

の

結

論

に

怒

し

に

。

向

多

く

の

ガ

グ

ア

ナ

't-

!
・
J

，

k

l

 

a

，
νwa 

くー

は

か

、

る

ク

ラ

プ

@
ア

y
セ

Y

プ

9

1
は
一
一
時
間
で
は
{
聞
や
ろ
不
足
で
ゐ
り
且
つ
日
中

よ

り

は

夕

刻

の

食

合

に

多

く

そ

溺

待

で

き

る

凶

日

報

告

し

て

い

る

。

右

は

本

部

よ

り

の

お

信

で

ゐ

り

ま

す

が

お

六

O
地

区

に

於

て

は

b

ク

ラ

ブ

側

及

び

ガ

食

ま

で

の

ア

y
セ

Y

プ

9

1
を

闘

い

て

頂

い

て

い

ま

す

。

四
時
頃
か
ら
一
一
、

ず

ア

ナ

1
の
時
間
が
許
す
間
以
り
午
一
応
議
く
バ
例
へ
ば
一
日
一
、

り

緩

げ

て

行

き

ま

し

ょ

う

。

八
、
一

O
月

中

の

出

席

記

録

P
F
Y
プ
名

山

形

律E長

松

五Ln
m'" 

悶

東

京

北

}j"¥ 

持
仰

向

h
u
 
esv 

西

官

〆比
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治

表1if

絡

、・
t
4

1
d

・

主主

本L

llïJ~ 

総

盗

例

台

数

合

員

以

四

ユ
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四

一
一
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五
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五
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八

四
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国

一
一
九

五

ニ

六

四
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国

一
一
六

五

ニ
五

四

四

人

五

間
』且4
2、

日
一
時
凶
タ

今

后

も

こ

の

本

部

の

指

示

遜

一

O
見

出

席

率

例一

O 
:::: 0 

曾.%

九
九
@
一
一
%

九

回

。

一

封

句"働"

九一一一

e

入

M

O 

九
ニ

一

%

。
o
m

。

O O 

九
ニ

。
入
封

。
四

M

九

0

0
入
w
A

九

O
。
七

U
A

O 

九
日

九

O O 

九

O 

。

六

苅

九

0
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一一一一九

O 

入

九

。

六

-M
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八

九

S
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V
A

O 

九

月

出

席

率

八

八

ι
四

%

八
九
穆
一
二
万

@
一
一
一
一
万

九
四

八

九
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間

見

九
一
一
一
@
一
日
一
九

九

O 

@

七

%

八
七
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一

'
M

八

九
骨

O
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五
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o
m
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一
一
骨

九

m 

九
一
一
一
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六
%
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七
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w
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専

か

っ

た

の

T'lj 

w 

所

は

ヰじ

見J

(
，
段
付
午
〕

ピ
宇
和
・
品
問
で
ゐ
り
ま
す
。

こ

れ

ら

の

ク

ラ

ブ

色

過

箆

の

時

必

に

新

ク

ラ

ブ

ど

し

て

泣

込

さ

れ

ゐ

こ

ど

ef
翁

援

し

ま

す

。

尤

6
チ

ャ

ー

タ

ー

@

Y

イ

ー

が

治

除

b
d

札

な

い

丈

け

で

徒

一

回

の

チ

ャ

ー

タ

ー

申

ナ

y

J
F
1
一
品
.
ぽ
山
止
は
河
川
陥
ピ
一
品
う
。

以

上

で

第

六

O
川
崎
邸
内
の

う

ブ

は

合

計

一

ク

ラ

ブ

は

凶

七

ピ

な

り

も

七

お

一

胎

~ 

な

り

ま

す

。

こ
の
外
大
・
体
誠
口

i
タ

H
v
i
@ 日
ク以

ラ来

ブ五之

が d名
目き

ニニ れ

月 Tこ

ーク

凶
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九
日
結
脱
さ
れ
，
一
官
今
一
手
ぷ
中
で
ぬ
り
ま
す
。

宿

の

一

巡

り

そ

の

袋

持

返

り

ほ
必
に
"
」
同
的
・
ま
し
い
志
の
が
ゐ

9
ま
す
。

Jえ

ポ

Y

ナ

1
0
，号9

フ
プ
の

A
V

泣

仁

討

し

採

く

以

必

の

訴

を

返

し

ま

す

@

.t
う

か

今

后

色

乙

の

口

応

援

で

縫

み

に

い

も

の

ど

沿

い

ま

す

。

¥r言
電

一
別
的
ロ
ー
タ
リ
ー

。

ク

ラ

ブ

の

4
d
-
M
は
友
一
恥
障
問
中
大
“
松
町
九

U

必
胤
社
一
挙

併
問
ル
い
閉
山
口

(
逗
吉
田
川
三
一
一

六
、
・
一

。
一
一
一
六
)

に

捗

ぷ

晴

樹

滅

口

i
タ

り

i
骨

ク

ラ

ブ

は

伽

臼

湯

ぞ

本

ぽ

ニ

丁

目

第

一

設
行
一
成
ι

品

交

活

ニ

一

階

に

叉

川

叩

ぽ

ロ

ー

タ

リ

ー

@

ク
ラ
フ

，
i-、
M
M
U

場

t

L

Z

，l
f
L
F

，rg
'
a
f
t
-
-
a
主

主

唱

ω
台
忘
一
与
を
ふ
対
針
路
侭
.
偽

掛
町
七
一
一
}
山
4

減
税
.
向
工
智
治
跡
的
に
バ
れ
る
一
唆
見
。

組

可協

ず
ヤ

1
タ

1

@
ナ

イ

ト

ピ

公

式

訪

同

瓦

必

ロ

ー

タ

リ

ー

。

ク

ラ

ブ

は

一

ニ

M
M

一

日

ピ

ニ

日

比

盛

大

は

ず

ヤ

1
タ

1
@

ナ

イ

ト
を
.
1

単

行

さ

れ
h
g

一
時
同
時
に
口

i
，f
リ

i
財

叫

に

認

す

る

0

0

%
の
出
向
A

間

金

を

な

喜

れ

先

づ

m
凶
減
単
位
に
一
拡
大
な
る
第

歩

を

凶

せ

ら

れ

に

誌

で

ゐ

り

ま

す

。

)
邸
ほ
の
必
定
に
よ

9
ぶ
…
以
、

尚
松
、

紙
同
は
何
臨
V

吋
山
容
寸
刻
・
泌
唾
金
持
亀

岐
阜
唱

甲
府
匂

F津
川

ポ

松

の

佐

ク

ラ

ブ

に

討

す

る

公

式

訪

凶

を

そ

れ

ぞ

れ

仇

関

心

な

る

御

協

力

を

持

て

有
ぷ
銭
円
い
訴
ま
せ
ま

U

に
。

川
中
上
げ
ま
す
。

.吋

ι.佐
伐

H
M

お
よ
び
委
員
長
話
設
の
労
力
い
い
胤
到
し
御
一
踏
を

一
向
今
必
の
公
式
訪

M

に

ほ

し

岐

阜

、

甲

府

お

よ

び

一

郡

婦

の

各

ク

ラ

ブ

は

ば

れ

る

口

i
タ

リ

i
財

凶

脊

J

間
金
の

一

O

O
九

ク

ラ

ブ

じ

江

ら

札

ま

し

た

。

こ

れ

で

者

月

日

以

前

に

承

認

せ

ら

れ

た

三

一

一

一

ク

ラ

ブ

の

公

式

訪

同

を

年

刊

に

・

完

f
し

に

認

で

め

り

ま

す

が

そ

の

後

結

成

の

ク

ラ

ブ

に

は

減

次

儲

い

ま

す

事

主主

菌

9 
.棒引j

年

月

の

予

定

は

庄

の

通

り

で

め

り

ま

す

。

一
月
ニ
凶
/
ニ
?
品
目

民
一
お
お
口

i
h
γ

リ

i
@
ク

ラ

ブ

一

品

ニ

五

/

ニ

六

日

成
一
部
品
凶
口

i
タ

リ

i
e
ク

ラ

ブ

Q
F
d
出

M
W
回

4
H
図
司

臣
告
袋
員
長
は
品
目
誌
を
別
問

A
m
.ぷ

F
b
d
い
。

A

悶
父
幅
広
泌
口

i
夕
刊
e
i
j
ク

4
7
7
は

創

立

ニ

依

さ

れ

ま

し

に

。

布

・

長

市

刊

陶

工

曾

議

所

留

鋭

、

醤

智

一

民

そ

の

他

の

燦

-M
筑

ef
交
え
貨
・
譲
位

一
印
も
円
以
廿
の
充
試
し
に
げ
合
で
ゐ

av
ま

し

に

。

孟
越
年
記
議
官
ゐ
&
叩
ニ

島
一
一
一

O

a
に

五



互工

一

九

五

一

年

一

お

}

日

の

学

.

幼

官

民

批

告

ハ

∞

凶

民

H
h
r
民
民

q
p
v
何
回
国
O

何
時

O
H噌

G
H
V
G
M
W

民
凶
区
切
回
出
切
開
H
M
W
)

本

年

fj 

一

主

日

以

前

じ

加

泣

ぷ

認

を

受

け

に

ク

ラ

ブ

ほ

耳

ωい

月

日

付

で

乍

川

州

自

白

紙

皆

誌

を

初

完

の

詩

式

に

よ

り

屯

信

口

氏

屯

幹

JHV
出
荷
名
の
上

a
4
4
w

へ

始

前

す

'O
こ

ピ

も

ω内
崎

仁

ア

イ

λ 

7J 

P〆

骨

よ1:..

ジ

二本

Zノ

-r
に
る
一
氏
一
以
泌
中
央
臨
銭
感
西
五
丁
目
ニ
一
昏

り
六

h

一2
0
自

治

学

J

湖

付

の

地

内

汁

編

切

・

保

式

首

枇

小

林

雄

一

氏

め

て

に

そ

の

'

認

を

送

る

こ

ど

軍

バ

1
0
・
キ
ヤ
ピ
タ
@
タ
ヅ
グ
九

a

割

償

4
A
.
L
l
M

金

A 

h 

日

よ

〈

本

部

管

公

)

命
制
員
一

人

に

付

八

o
m似
法
に
口

i
・
7
リ

ア

ン

誌

一H
/
汽

均

分

予

約

締

詩

吟

人

に

付

副

五

O
制

を

送

金

ず
る
こ
ご
屯
同
右
政
台
一
時
間

ω
認

を

ガ

グ

ア

ナ

ー

に

議

る

こ

ど

を

お

緩

い

い

た

し

ま

す

。

-
右
は
一
試
設
な
以
告
で
ゐ
り
ま
す

か

ら

失

お

な

く

A

邸

付

し

て

F
さ
い
。

議

式

は

そ

札

ぞ

礼

ぷ

・

掛

か

ら

底

怠

さ

れ

て

い

る

醤

で

の

り

ま

す

が

胃

首
万
円
い
ぽ

.d
が

め

り

ま

ず

か

ら

御

Jt1 

0) 

尚
は
御
山
ザ
越

F
さ
い
。

ltil 

見

六

日

以

件

民

泊

a
，

泌

総

さ

れ

に

ク

ラ

ブ

〈
倒
石
亀

.
楠
井
リ

松
山
、

室

一刈
A

3

1
以比
V

和
故
山
、

品

旧

民

)

は
川
切
年
七
お

一

日

ま

で

上

記

町

四

回

G
h
f
句

H
凶

b.

パ吋
h
f
M門

の

納

付

は

必

安

め

り

ま

せ

ん

が

口

i
タ
リ

Y
シ

誌

の

一

点

約

同

訟

は

こ

の

ぼ

伺

申

込

に

な

っ

に

方

が

泌

利

ピ

怠

い

ま

す

。

一
威
一
以
者

ω
一
信
い
山
山
知
名
は
直
接
本
街
へ

屯

代

金

は

前

述

の

語

り

小

林

7

4
守
山

t 

y 

。
ょた

ジ

ょc.

y
t
r

巳
誠
一
窓
A
U

下

さ

れ

ば

よ

ろ

し

い

の

で

ゐ

り

ま

す

。

司

、

亀

戸，，

t

r

T

λ

o

品
ヂ

y

y
誕
生
日
行
一
挙

ト

-マ

;h 

。

ア

Y

グ

ア

@ 

品
ヂ

y

y
.ぬ
ほ
生
・
羽
田
一

ユ

1
0
ジ
ャ

l
y
-
-
州

タ
よr:.

λ 

F 
@ 

;t 

v 

y

ヂ

。

ロ

1
タ

9

1
@ 

ク

フ
プ
の
名
.
日
使
命
同
町
民
で
ゐ
り
労
々
そ
の
，
説
明
ぷ

t: 

し

て

人

殺

に
J

刊
凶
器
れ

R
4
J
d闘
を
一
総
え
る
に
め
も

ニ
月
一

日

そ

の

誕

生

日

を

記

怠

す

る

行

惑

が

佐
山
地
の

口

i
hツ
リ

i
a
ク

ラ

ブ

で

鮮

さ

札

て

い

ま

す

。

御

希

議

の

同

は

議

涼

一

材

料

、

プ

ロ

グ

ク
回
目

H
m
O
民
面
白

ム
誠
一
針
L

場

を

お

議

り

し

ま

ず

か

ら

出

H
何
時
国
り

p
同

。
。
民
b
h
H
パ
吋
吋
回
国
唖

トZ

O 

り
o
d
q
回

H

G

邸
時
何
回
臨
時
曲

日
泊
四
項

吋
O
判
例

ド
h
伊

骨

出

@

吋

@

嘩

G
e
m
-
h
f
 

に

倒

賊

ほ

め

る

掃

に

ピ

切
回
出
4
H
Q
回

G
H
V
伺
出

。
。
区
民
H
J吋
時
国
回

の

袋

員

長

喝
h
v
Mレ
パ
町
民

M
F

り

恒
回
K
F
凶

U

氏

か

ら
J

米

紙

が

め

り

ま

し

に

。

鼠

後

上

結

内

倒
副
総
信
下
さ
い
吋

....... 
2、



1I昔
、臨

ア

b 
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Y
4
7
4
ツ

ク

畠

V

ア

4
ω
(凶
ぽ

大

官

民

側

出

山

仰

の

方

は

そ

の

途

次

ク

よ込

λ 

ト

@ 

;t 

v 

:/ 

ヂ

に

於

け

る

品

ヂ

y
ユ〆

比
0) 

一

的

減

収

訟

お

よ

び

設

税

制

を

御

箆

に

入

れ

ま

す

か

ら

お

必

下

さ

い

ピ

ω
こ

ど

で

ゐ

り

ま

す

。

-
一
部
主
「
川
口
ツ
の
テ

λ
ト

」

(

時

国

民

吋

o
q〕
w
d
q
h
y
J門

時

四

回

パ

吋

〕

同
一
日
ロ
ー
タ
リ
ー
。

ク

ラ

ブ

が

凶

胤

に

附

し

て

屯

曾
誌
を
滋
し
市
内
各
挙
校
、
博
一
平
場
事

品

3
4
』
a
a
J

昔

話

4b
‘

工

場

な

ぜ

に

寄

減

し

て

多

大

の

民

謡

・

が

め

つ
に

「
凶

yω
テ

λ

ト

-‘ 
0) 
J
A
巾

λ

タ

'
t
d、仇.，t‘
 
ニ

月

五

日

付

本

-MW

よ
り
・
会
ぽ
持
仁
川
一
ぬ
ら
れ
に
J
吋
何
回

∞
回
0
・何回パ吋
h
f
・阿戸川内問

H
V

岡
山
町
吋
回
初

トヨ
O 

出
。

H

。
O
吋
匂

H
G
H
h
r
p
m
z

戸
い
そ
の

.
ぬ
民
営
沿
り
て
J
J

似
告

b
d

れ

て

い

ま

す

が

匂

そ
0) 

ポ

λ

タ

ー

は

弐

の

品

り

J

本
住
e
Z
一
七
ヴ
ト
ウ
と

す

る

ω
回
附
F
4
H
O
回

判

切

民

吋

切

Q
m
H
民
国
防
印

品
目
、
誠
に

W
ハ
の

4
を
災
行
な
さ
・
ゐ

法
に

お
す
L
A

め

し

ま

す

百

日
山
を
え
は
宇
田
一
時
廷
で
め
る
や
号

一一、
諮

に

も

公

正

で

不

公

話

。

の

な

い

よ

号

に

a・...... 

胃

人
じ
山
却
し
叫
リ
ぷ
ピ
友
一
一
回

'f
・
4
ず

ょ

う

u泊
、臨

つ
正
治
決
し
て
・
減
.
日
山
ピ
倍

.J識

を

活

か

な

い

よ

号

全

体

の

銭

に

は

る

よ

う

に

必

害

訴

人

ω
不

特

に

る

は

ら

な

い

よ

う

に

内
一
国
口

i
タ
リ

i
晶

。

ラ

ブ

管i・

ち

は

み

-L曹、，i 
-
こ
の
ポ

A

タ

ー

の

ぼ

掃

を

見

に

凶

刷

所

の

・

主

人

ば

口

i
タ
リ
ア
ン
‘
で
は

な

い

が

そ

の

・

内

容

に

控

色

紙

ば

し

て

「
己

は
こ
の

住
‘
や
は
口

i
合

リ

i
d
w
e
で

や

る

1-・・

I母、
ょ

う

ぶ

抵

九

段

で

決

く

引

受

り

に

ピ

い

号

。

前

"

恒

例

必

介

し

ま

し

に

仙

台

自

l
タ
リ
骨

ク

ラ

ブ

の

-， 
幽

つ
の
反
・
省
」

は
そ
の

ピ

只

の

後

見

に

洛

或

ω
結

浪

火

ω
・

巡

り

そ

の

月

叫

に

出

て

い

ま

す

。

ば
J

ぬ

は

な

き

ゃ

百

64e.r也
、

耳

詳
し
-kr

均

J..， 
@白

一一、
誠

仁

も

公

正

は

り

や

七
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.嶋田d・
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ー
好
一
品
ピ
友
日
間

ι
火

く

る

E

こ

ゐ

な

き

ゃ

山
、
-
依
る
が
・
径
す
る
と
こ
ゐ
め
り
や

J¥ 
唱

ロ
ー
タ
リ
ー
財
凶
一
奇

-MA(協

対
五
一
協
N
M
后
口

i
夕
刊
ソ

i
.同
d

k
釘

す

る

絢

対

抗

h
z

d
以

い

に

ク

ラ

ブ

は

毛主

}長

持L

説

弘吉

(

高

ニ

凶

分

)

一
o
o
m

0

0
九
)

r、

、
門

司

、陸

一
叫
台

手
で
合
計
五
円
ハ
'
加
、

d

O

O
制

〈
説
ニ
凶
分
)

〈一

O
O
M
)

〆目、

司官

:h 

一
ハ
七
持
七
八
仰
〕
・
で

本

日

一

司

伍

の

各

ク

ラ

ブ

よ

り
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を
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仰
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搭

し

t
利

用

喜

れ

て

い

ま

す

が

最

平

時

四

郎

唱

。

少

く

な

り

ま

し

に

の

で

若

し

御

地

が

め

9
ま

し

た

ら

こ

の

は

怖

琵

念

御

申

出

で

下

事

い

。

同

名

縦
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追
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の
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の
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を
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仇
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収
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叉
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収
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が

そ

の

后

結

成

さ

れ

た

ク

ラ

ブ

も

め

9
労

々

そ

の

袋

織

を

ζ

〉

日
再
録
し

τ
斜

詑

舟
崎
営
仮
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錯
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を
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寸
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磁
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蒋

び

住

緩

や

】

す

る

よ

う

な

附

も

度

々

め

り

ま

す

D

減

告

は

な

る

べ

く

V

京

J
J

本

部

よ

り

受

以

ら

れ
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摘
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、

告

側

命

日

の

曾

民

段

、

出

係

者

数

お

よ

び

出

席

曾

員

の

百

分

議

以
均

F
一

位

で

閥

捻

五

入

)

を

知

ら

せ

屯

下

さ

い

@

計

婦

の

方

法

は

ム

記

民

O
国
時
制
M
U
J
内

h
r
J
m

時
四
回
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が
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。
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簡
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叫
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仰
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又
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0
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0
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仲
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叉
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b
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凶
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。
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唱
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茶
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i
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、
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滋
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仕
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を
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つ
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を
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を
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司
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縛
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を
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。
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四
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、
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司
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篭
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噂
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濁
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華
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、
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h
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を
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は
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で
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蹴
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仰
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叉
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d
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リ
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分
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滋
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鋭う

¥ ー付 :1'. 

:すで



電置

る

.
瓜
設
が
あ
る
芭

C
乙
吉
で
す
か
ら
、

釘
角
一
御
利
用
を
お

蹴

い

た

し

ま

す

。

一
、
・
お
詫
び

撃

ど

こ

か

の

ク

ラ

フ

か

ら

青

い

入

曾

申

込

の

カ

ー

ド

を

法

っ

て

欲

し

い

古
い
う
一
一
骨
.
曲
を

攻

き

ま

し

た

が

こ

れ

を

紛

失

し

ま

し

た

。

・

甲

静

め

り

ま

せ

ん

。

ぉ

心

麓

り

-

の

尚

は

主長

お.

て
お
申
お
下
さ
い
。

-

f 

.. 

〈
総
〉

。
， 

、ー.-
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当

巴1)

F噛

37fph 
草場安

。
部
門
ゆ
え
の
O
〈
問
問

Z
O
H
N
え
り
同
ω吋何日の叫，

Z
P
命
。

叶
O
認
。
吋
〉
問
問
吋
間
的
国
円
宮
〉

N
U
1
m
u
山
口

ωロ。
g
m
n
E
W
J円
。
広
口
可
印
刷

yo--
吋
O
W
M
1
9

一
F
H
V
m
w
ロ

機

2
0・ド
0

u1 
}争

C
H』匂

ωω
合

的

ド

ド

∞

〕
r
h
M出

Id
日
凶
M
N
印

〉〕
V
出
H
ド
日

ω
O
柚

〕
[
切
切
一
戸

昭
和
一
一
六
年
四
月
一
一

O
日

〈
第
一

。
信
〉

→飽

~ 

ワ

イ
崎
J
h
J
e
T
軸

Y

自

ナ

ル

第

六

O
地
盤

ガ

グ

ア

ナ

ー

る:苧

知

飽

第

』止論

〆、

O 

h
U
 

3
守
・
9

箆

口

i
タ
リ

i
@
ク

ラ

ブ

合

長

屯

幹

事

B;1 

拝-

容
一
九
五

O
年

第

六

O
地

区

大

合

話
誕
の
認
伎
作
を
・
一
九
州
惜
し
て

一
孔
五

一

年

度

抱

監

大

舎

は

四

月

六

日

の

前

夜

懇

談

合

を

皮

切

り

に

官

毛

H

A

R

O
大
九
引
を
無
事
に
終

f
し

た

こ

ど

は

屯

主
催
地
東
京
の
一
一
一
ウ
ラ

の

御

努

力

の

結

巣

で

あ

っ

て

識

に

成

銘

に

堪

え

栓

い

己

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

の
出
席
索
は
一
一

O
四

名

で

午

後

六

時

よ

り

九

時

迄

易

設

の

談

窓

に

つ

き

最

も

熱

心

に

討

議

前

夜

懇

談

合

さ
れ
た
。

殆

ん

ど

す

べ

て

の

ク

ラ

ブ

が

代

表

さ

れ

、

そ

の

議

事

の

一

部

は

犬

舎

の

決

議

卒

項

ピ

左

っ

た

が

も

吉

田
ω

ぅ
。

大

合

に

於

け

る

前

夜

懇

談

合

の

占

め

る

霊

要

性

が

夏

広

明

瞭

t.
殺

っ

た

結

成
比

四

i
合
H
Y
4
1

が

創

っ

て

以

来

の

大

人

数

で

あ

り

喝

大

合

の

笠

鈴

は
4

地

垣

内

五

回

の

ク

ラ

ブ

よ

り

合

島

丸

一

一

一

一

名

家

族

五

五

四

名

の

外

に

未

裁

に

日

本

の

ク

ラ

ブ

よ

り

の

オ

プ

ザ

ー

グ

ア

1
一

名

を

加

え

て

合

計

一

四
七
七
名
冷

そ

の

お

世

話

女

け

で

も

非

常

設

苦

心

で

あ

っ

た

こ

定

は

想

像

に

齢

高

官

ι
ろ
で
品
り
ま
す
。
一
上
野
間
伺
表
幹
に
於
け
る
大
合
第
一

理事



4 

. 

日

は

心

拾

金

銭

高

の

'

中

に

も

不

始

、

終
日I!

の
混
乱
・
吉
川
品
ず
し
て
資
ん
~
っ
せ
先

f
し
官

一丸

5
一ふ

工

業

保

柴

郊

に

於

け

る

大

台

第

一

・

一

日

は

合

場

の

狭

恰

拍

す

の

こ

古

あ

り

し

る

雨

日

吉

唱

。

殆

ん

ど

全

員

が

定

時

じ

集

会

し

、

緊

張

怨

に

診

察

民

参

加

さ

れ

、

そ

の

関

税

か

色

俗

怠

の

色

を

見

せ

な

か

っ

た

こ

芭

は

、

誠

に

口

ihγ
リ

i
に

於

て

の

み

見

ら

れ

一

特

る

先

訴

で

あ

っ

た

さ

考

え

ま

す

。

こ

の

盛

混

合

間

際

口

i
・0
J

H
ソ

i
の

代

表

在

し

て

諮

伊

海

外

よ

り

来

ら

れ

百

親

し

〈

成

放

を

分

ち

喝

日

本

の

口

i
タ

リ

i
の

民

剣

味

を

n品
川
関
し
て
貫
い
た
か
っ
た

t
思

う

働
時

の

は

私

ば

か

9
で

は

悲

か

っ

た

で

し

ょ

う

。

大
台
第
一

日
の
・
9
Eフ
イ

T

y

p

x

は

口

i
夕
刊
ソ

i
財
凶
柴
山
学
生
ま
し
て
ア

J

P

カ
上
り

来

日

中

の

ロ
バ

l
L
r
晶

ず

品

F
I
君

の

巧

み

攻

日

中

品

語

で

の

挨

拶

噂

又
今
『
年
ア

J
J
P
カ

へ

留

卒

す

る

中

村

貞

子

綴

の

流

勝

投

英

語

の

挨

拶

芭

の

こ

つ

で

あ

り

ま

し

た

。

つ

余
m
附

言

し

て

N

E

K
の
放
・
迭
で
お
馴
染
の
一
一
一
木
鶴
郎
さ
そ
の
冗
一
淡
泊
日
袋
凶
の
政
演
に
は
~

折
約
締
臨
席
の
一
一
一
笠
宮
・
お
よ
び
同
妃

Mn
下

色

合

員

、

家

族

古

一

一

絡

に

大

に

突

い

奥

ぜ

ら

れ

晩

餐

に

先

立

ま
し
た
。

第

ニ

日

の

自

由

一

許

制

慾

さ

研

究

部

合

は

持

聞

の

創

設

が

不

足

し

ま

か

っ

た

ら

更

に

一

厨

の

致

栄

を

務

げ

た

こ

ま

L

思

わ

れ

る

。

私

は

金

問

よ

れ
V

参

脅

さ

れ

た

方

々

が

一

段

吉

田

i
h
e
リ

ー

を

身

に

着

け

τ
各

自

の

ク

ラ

ブ

ヘ

鈎

ら

れ

た

こ

t

L
諮
一
同
一
泊
し
て
い
ま
す
。

第

一

一

日

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

最

後

を

飾

る

絢

一

樹

始

め

て

地

盤

大

舎

に

出

席

し

て

唱

口

た

る

歌

鉾

伎

座

の

説

劇

を

終

え

た

午

後

十

時

学

官

タ

リ

i
総

称

の

澄

銭

古

和

気

あ

い

/
r
t
¥た
る

雰

関

気

に

ほ

銘

を

深

く

し

た

地

方

の

或

る

新

ク

ラ

ブ

の

令

長

は

、

笠

日

の

室

自

分

の

ク

ラ

ブ

の

例

舎

の

あ

る

こ

さ

を

恕

い

趨

し

も

一

例

芭

し

で

も

こ

の

ー

成

政

を

一

刻

色

速

か

に

命

誌

に

親

し

く

停

え

る

こ

，

fh

が
、

口

ihγ
リ

ア

〉

芭

し

て

の

誇

り

で

あ

り

自

分

の

責

任

で

も

あ

る

芭

は

じ

た

彼

は

も

念

惑

議

定

を

箆

一

見

し

笠

図

上

り

の

皇

居

痔

緩

や

近

郊

凶

援

の

計

剰

を

犠

牲

に

し

て

、

む
v

を

飛

ぽ

し

東

京

慢

に

馳

絡

列

車

に

身

を

托

し

て

鼠

郷

し

た

古

い

う

樟

話

は

少

左

か

ら

ず

が

グ

ア

ナ

ー

を

p 

sそ

け
付
け
屯

は

致

せ

し

め

た

。

大

合

後

の

行

平

定

し

て

の

皇

居

奔

議

官

天

機

奉

伺

は

好

天

気

に

高

ま

れ

、

大

内

山

の

制

平

替

の

問

に

今

を

盛

ま

咲

き

誇

っ

た

摺

花

を

賞

で

つ

L

官

内

磁

の

特

別

の

歓

待

を

受

け

'

E

訴

一
柄
初
段
舘
念
上
の
一
期
陛
下
上

hv
御

合

揮

を

怒

っ

た

惑

は

我

々

の

忠

れ

得

ぬ

域

故

で

あ

ろ

う

。

叉

前

毘

グ

芦

Y

ト

申

前

イ

岬

d

円

払

鐙

遊

軍

務

，

艇

の

家

庭

を

訪

れ

た

家

族

方

色

、

そ

の

説

儲

キ

h 

b 

、



. 
4 

環

境

以

外

に

我

々

に

欠

け

て

い

が

ち

な

或

る

も

の

を

は

得

し

て

館

ら

れ

た

こ

吉

弘

硲

一

倍

す

る
。

ゴ

}v 

y
滋
袋
、

市

内

港

湾

市

東

踊

観

覧

‘

近

郊

回

避

な

ど

夫

#

の

計

割

も

こ

の

ニ

日

に
一
H
一

る

大

舎

の

緊

張

を

緩

和

す

る

に

充

分

で

あ

っ

た

こ

吉

弘

思

う

。

私

は

こ

の

地

箆

大

合

が

傑

出

し

た

成

場

で

あ

っ

た

こ

ま

を

疑

わ

ず

も

そ
の
持
制
怨

t
資

現

に

協

カ

し

、

喜

ん

で

「

畿

の

下

の

力

持

ち

」

に

な

っ

た

諸

君

の

人

一

人

に

議

わ

て

厚

く

卸

践

を

申

上

げ

ま

す

@

二

、

一

九

五

一

!

五

ニ

年

度

第

六

O
地

箆

ガ

グ

ア

ナ

1
骨

/

竜

品

1

一

段

て

申

上

げ

て

い

る

諮

り

地

臨

大

合

の

主

要

な

る

事

務

の

つ

は

次

年

度

の

ガ

グ

ア

ナ

-

伽

ノ

ミ

由

一

ー

を

選

出

す

る

乙

吉

で

あ

り

ま

す

。

市

し

て

前

偏

に

御

披

践

し

ま

し

た

候

補

者

百

大

浜

の

星

ぽ

行

刻

君

が

荷

揚

一

致

で

選

任

さ

れ

た

こ

ま

は

誠

に

大

陸

蛮

騒

で

あ

り

ま

す
。

同

君

は

大

阪

口

i

h

γ

日ソ

i
e
ク
一
7
ブ
の
バ
昆

ト

命

中

J
t
ず

9
4

見
合
同
時
で
あ
り
ま
し
て
、

一
九
ニ
一
一
年
に
初
め

τ
そ

の

ク

ラ

ブ

が

結

成

喜

れ

た

宮

き

の

合

長

事

部

ち

チ

ャ

ー

タ

ー

晶

フ@

v
y
J
7
Y
F
で

あ

り

、

爾

来

大

阪

口

i

タ

リ

i

@

ク

ラ

ブ

で

各

穏

の

役

員

を

勤

め

ら

れ

た

功

努

者

で

屯

ロ

ー

タ

リ

ー

の

ず

品
ア
四
フ

V

ず

で

あ

り

ま

す

。

大

舎

の

席

上

で

そ

の

勇

姿

日

そ

の

抱

負

を

器

か

れ

た

方

#

は

B

一

八

七

O
年

生

れ

の

高

鈴

者

で

あ

り

。

涯

は

信

じ

稔

ね

る

段

ど

に

嬰

鋭

苦

し

て

魁

恭

を

凌

ぐ

も

の

が

あ

る

の

を

知

っ

て

心

強

く

戚

ぜ

ら

れ

た

援
し
、

払

は

こ

の

布

カ

ま

る

後

給

者

金

選

容

さ

れ

た

皆

様

に

敬

意

を

捜

し

戚

舗

を

捧

げ

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

V
1
キ

品

プ

a
d
V

ヲ

ド

の

関

際

協

議

舎

に

出

隠

し

、

一

見

に

ア

晶

V
申

7

4

1
の
図
際
大
ん
切
に
も
時
ま
れ
亀

乙

吉

芭

総

う

。

ト

ラ

Y

F
イ

w
J
A
7

七
月
一

日

邸

時

一

年

間

d
N

グ

ア
ナ

1
の

磁

を

勤

め

て

下

さ

る

こ

芭

は

競

円

九

州

凶

苦

勢

で

あ

り

ま

す

。

ど

う

か

皆

様

の

御

協

カ

汚

釘

支

援

じ

よ

っ

て

い

た

し

ま

す

。

一

段

芭

我

が

口

i

夕
刊
v

i

の

飛

同

胞

に

買

は

せ

ら

れ

る

こ

芭

を

期

待

年

間

の

出

席

容

の

公

表

芭

表

彰

一
一
一
事
一

昨
年
一
一
一
月
一

日

よ

れ

ソ

本

年

ニ

月

末

思

惑

持

一

年

間

の

出

席

率

を

計

算

し

た

結

袋

、

月

一

日

以

前

に

承

認

書

れ

た

こ

五

ク

号

ブ

に

設

で

は

左

記

上

段

の

描

m
h
v

芭

な

り

ま

し

た

。

街

そ

の

口

加

に

承

認

さ

れ

た

一

一

開

。

う

ブ

の

一

一

月

末

ま

で

の

成

鰭

は

下

設

の

鐙

h
v
で

あ

り

ま

す

。
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、也事

J
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，伝八

百

九
亀
一O
、

一
一
一
、

一一一一、

一
五
百

一
六
、

一
七
、

一
八
羽 耳島

h

ロ
1
タ

nJ官
a

・

2
主

-
L

ム

J
d

在

ι
F叩
@

晶
グ
田
フ
プ

捻

一事
私=

涜

I~司

山

五
百

札

幌
西
宮

京

都
今

治一宮
函

館

胃

悠

島
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h
y
H
V
i
@
A
2
7
7
倉
田
哉
、
幹
事

殿

. ， 

2町

野

忠
一
、
口
i
9
Hソ
i

ク

ラ

ブ

の

近

況

お
一

O
信
以
後
承
認
零
れ
た
自
i
A
7
リ

i

e
h
v
ラ
ブ
は
下
記
。
一
四
一
つ
で
お
地
盟
内
に

A
1

日

五

七

の

ク

ラ

ブ

が

あ

る

乙

告

に

ま

り

ま

し

た

。

七、
一
一
九
七
、

現
在
世
界
の
口
i
h
y
リ

i

@

ク

ラ

ブ

は

日
以
降
の
新
ク
ラ
ブ
は
一
一
一
一
路
、
そ
の
内
一
闘
で
最
も
議
〈

昨
年
七
月
一

増

加

し

た

の

は

米

砲

を

除

け

ば

日

本

の

ご

四

で

あ

る

。

之

れ

に

衣

で

カ

ナ

ダ

E
P
F
ぜ時
?
i
島

る

こ

吉

は

試

合

長

ア

ー

す

1
6
9
r
t
に

艶

す

る

問

問

民

の

讃

静

古

い

え

る

と

且

月

九
日
付
の
本
部
組
信
に
山
似
て
い
ま
し
た
。
設
地
区
内
で
は
五
月
六
月
中
に
ゆ
J

〈
宮
古
一
一
一
つ

宮

山

》

或

は

そ

れ

は

上

の

ク

ラ

ブ

が

涯

に

結

成

承

認

事

れ

る

見

込

の
一
五
で
あ

〈
宇
治
山
田
、

千
葉
、

O で
大あ

分り

口ま

i す
タ@

@
ク
ラ
ブ

《

T

T

l

h
タ

1
番
的
判
七
七
六
七
J
V
'

囚
伺
均
一
一
一
一
一
日
一
法
認
、

3屯

ポ

y

ア
ー
大
阪
間
i
-夕
刊

v
i
@
ク
ラ
ブ

@国申込
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目
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V
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i
e
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ブ

デ

マ
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四
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合
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茂

幹

事

畑

石

輝

治

高
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所

川

崎

市

堀

川

町

七

川

崎

商

工

合

議

所

内

〈

留

一
一
四
七
0
1
七
一
一
》

例

合

同

所

木

昭

日

懐抱-亀

鶴鶴田.. 

a樽魯噌

g

一一一。

。
長
・
吋
口
i
A
7
リ

i

φ

ク

ラ

ブ

知

E
l
h
m
l
番
線
七
七
七
一
一
一
〉
閤
月
一
一
七
日
承
認

v
d

ず

B

京

京

及

新

海

田

i

夕
刊
ツ

i
@
h
v
ラ
ブ

〈
ヂ

3え

ポ

ヂ

B
1
1
2
1
@

J

J

ム

J
F
l
ニ

五

名

命感

務

所 長

~f]] 

形

十

・

宮

田

。
ョ
タ
ナ
イ
ヂ
ヨ
歩

長

間

市

域

内

町

一

一

ノ

七

五

O

幹

事
一

林

友

一

郎

。、 4

小
林
ム
ロ
名
曾
枇
内

〈

時

紬

五
七
一
一
一
一
v

開

官

長
両
市
大
手
地
一
一
了
自

長

関

商

工

合

議

所

〈

宮

七
九
》
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冨岡噂@
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@一一一

O

能
悠
島
田
i
h
v
リ
i

@
h
Z
7
7
の
例
命
説
は
来
続
可
春
秋
苑
〈
従
来
の
場
所
〉

で

あ

り

ま
す
。

長
額
田
i
h
y
リ
i

@

ク

ラ

ブ

の

電

話

容

秘

は

五

月

一

日

よ

り

代

表

一

、

日
頃
よ
り
和
国
倉
側
一
日
一
、
八
八
八
に
納
税

一
五

O
に、

叉
来
京
口
i
A
γ
q
i
y
ク
ラ
ブ
の
即
時
話
は
六
月
一

真

じ

ま

9
ま

す

@

'一一一‘…時
J，

T
1
9
1
6
ナ

ヰ

争

記

公

式

訪

問

芭

イ

V
J
h
m
t
u
v
四

Y
9
4
@
Y

オ

ー

ク

ム

ー

ヂ
ヤ
l
z
タ一

1

侍

達

式

は

そ

の

后

五

月

七

日

大

棒

、

五

月

八

日

襲

、

五

月

一

一

一

日

和

歌

山

f
f

の

各

ク

ラ

ブ

広

於

τ
何

れ

・

色

盛

大

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

そ

れ

ぞ

れ

合

員

及

び

家

族

総

掛

り

で

心

か

ら

ま

る

歓

待

銭

り

を

一

邪

き

れ

も

大

津

の

琵

琶

湖

一

周

さ

い

弘、
堺
の
ヱ
む
見
向
学
窓

い
弘
、
和
歌
山
の
名
鯵
回
避
苦
い
弘
、
暑
の
他
心
を
矯
め
て
の
ム
期
間
関
金
加
え
て
来
金
者
を

結
問
ら
い
た
る
F

弘

法

は

蹴

じ

悲

境

笑

わ

し

義

官

舎

で

あ

明

党

ι

各
ク
う
ブ
草
色
ヂ
融
1
1
h
p
l

-a債亀.... 



mw
詮

の

日

を

記

念

し

て

盟

i
A
V
リ

i
尉
閣
に
寄
仙
摘
を
栓
事
れ
、
街
れ
4
6

一

定

た

ら

れ

た

ζ
d
-
h
は

威

教

に

構

え

設

い

藍

邑

ろ

で

あ

h

ッ
ま
す

e

今
後
の
ナ

G
O
w
m
ク

ラ

ブ

T
I
P
I
披

露

合
は
大
体
・
去
の
日
収
で
行
わ
れ
る

同

一
一
八
日

五
月
一
一
六
日
《
土
〉

〈
月
一
v

六
月

日

《
金
》

伺

四
日
一
一
日
一
《
土

ν

《
月
〉

同関

七
日

同

一
五
日

前

，
一
七
日

伺

一
九
日

予
定
の
泊
り
四
月
一
一
五
日

1
六
日
は
笠
籍
、

一
日
は

〈
木
》

〈
金
〉

(
日
一
v

(
火
U

定

長

演

穏

井

部

山

続

島

水

戸

長

問

室

凶

情

康

~J~ 

路

四

月

五

0

1
草
月
一

日
は
松
山
‘

五
月
一
一

五

月

九

B

一

者1 日
明

石

の

各

ク

ラ

ブ

を

公

式

訪

問

し

た

外

、

街

れ

患

熱

心

に

口

i
h
y

五
見
一
一
一
一
日
は
和
歌
山
の
各
ク
ラ
ブ
を
も
訪
問
し
ま
し
た
。

リ
ー
の
在
り
方
に
付
長
時
間
に
一
且
つ

τ研
認
を
続
け
ら
れ
も
務
・
架
の
活
動
向
い
期
待
を
持
た

れ

た

事

民

感

銘

し

ま

し

た

。

唯

今

予

定

し

て

い

る

公

式

訪

問

は

‘

鏡

五
月
一
一
七
日

J、
島

八
日

同

一
四
日

同

一
一
一
日

同

一
一
一
一
日

で
あ
り
ま
す
。

ι
の

各

ク

ラ

ブ

は

O
F
d出

。
日
は
大
・
持
、
五
周
一

長長

間

~ 
.::t:::. 

関

iJ~ 

路

錨

康

国
国
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0
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出
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崎
G
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時

埼
O
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U
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目
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芭

委

員

長

の

報

告

を

用

意

し

て

お

い

て

下

さ

い

6
0
ラ
ブ
車
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e
y
ォ

1

9
ム
'
は
大
向
調
一
一
墨
田

{
土
〉
札
幌
自

i
合
リ
ー

僚
で
北
海
道
七
ク
ラ
ブ
の
究
大
見
一
一
四
日

A
一
口
H

V

仙

台

田

i
品

Y

H
ツ
晶
画
@
ク
ラ
ブ
車
問
閉
で
東

北
七
ク
ラ
ブ
の
命
令
が
関
か
れ
る
轍
定
で
何
・
幹
事
む
ず
グ
ア
ナ
置
E

が

出

席

い

た

し

ま

す

。
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金
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の
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し
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悶

i
h
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i
財

儲

へ

の

寄

附

金
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怠

の

殺

事

で

品

事

ま

す

京

京

fldfgJ
対

(
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・
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M
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加

一
名
分
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弗

一一‘

大

O

O
図

四

日
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勢
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分

七

五

碍

一
一
七
も

0

0

0
関

大

持
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〈

一

o
o
z
v

第

一
一
回
一
四

凶

分

包帯噛

一
五
山
知

四

も

悶

0

0
悶

明

石
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名

分

一
回

O
弗

一
一
一
一
一
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四
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O
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名

分

一
一
五

O
弗

0

0

0
関

一

一

五

九

O
、

お

歌

山

F

〈
一

O
O
U
A
〉

一

一

一

八

名

分

一

一

一

八

O
弗
一
一
一
一
六

?
A
A
u
d
M凶

合

計

叫

一

、

時

七

O
弗
四
}
一
一
、
一
一

0

0
悶

今

日

ま

で

の

寄

附

金

合

計

は

五

s

六
四
七
、
一
一

O

O
悶

で

之

れ

を

米

貨

に

換

算

し

て

…

玉
、

第

六

O
地
臨
一
一
一
一
出
九
人
の
ロ

v
f

の

七

割

強

六

八

六

路

大

七

仙

苦

悲

号

、

p
h
F
F
T

鳴
が
出
指
し

τ
下

さ

っ

て

い

る

計

算

は

悲

h
y

ま

す

。

御

協

力

区

艶

し

τ
一
車
抱

τ
摩
渉
、
御
韓
合

申

上

げ

ま

す

。

閥
、
「
日
比
間
関
の
カ
」

@

ク

ラ

ブ

は

青

少

年

へ

の

奉

仕

草

し

て

「

良

民

の

カ

」

宮

暗

唱

す

る

こ

四

頁

の

バ

v
v
y
M
V
輔
J

E

F

を

緩

行

し

て

陥

陣

痛

さ

れ

先

そ

告

で

も

各

ク

ラ

ブ

に

志

向

部

ず

つ

寄

一

者

し

各

ク

ラ

ブ

で

御

藷

望

が

あ

れ

京

都

口

i
タ
リ

i

附
加
さ
れ
ま
し
た
。

葬

常

に

宥

盆

ま

企

て

苦

思

い

ま

す

。

ば
印
刷
筑
紫
阿
部
一
一

O
簡

で

お

顔

け

し

ま

す

芭

の

こ

t
で

す

@

償

援

京

都

田

i
ム

7
9
1
@

hγ

一7
7
幹

事

へ

御

申

込

み

下

さ

い

e

五
市
悶
際
大
合
委
任
獄
門
口
一
阿
国
り
回
出
時

H
h
r
F
G
回
何
時
H
匂

H

0
・
炉
時
四
》

私

の

ず

許

お

到

着

し

た

委

任

統

一

一

七

議

は

総

て

小

林

雅

一

君

芭

星

野

ガ

グ

ア

ナ

ー

f 

事

込

品

1
に

托

・

悲

し

ま

し

た

。

各

ク

ラ

ブ

か

ら

出

席

さ

れ

る

方

今

に

底

接

手

焚

さ

れ

た

ク

ラ

ブ

色

相

嘗

あ

る

定

患

い

ま

す

が

ぬ

例

外

に

'

不

用

意

に

遺

失

叉

は

破

棄

せ

ら

れ

た

向

色

あ

器

よ

う

じ

思

わ

れ

ま

す

@

代

表

者

が

国

際

大

舎

に

出

席

さ

れ

悲

い

ク

ラ

ブ

で

は

ζ

の

委

任

肢

の

提

出

が

必

要

で

あ

9
ま
す
。

歯

係

自

i
B
7
H
v
i
細

則

第

刊

一

俊

合

毘

の

失

格

の

第

一

項

w
h

「
加
問
品
ク
ラ
ブ
が
図
際
盟

i
A
V
Hツ
i
犬

舎

に

相

官

の

理

由

悲

〈

し

て

代

表

合

的

出

版

せ

し

関



め
悲
か
っ
た
お
合
、

理

等

合

は

そ

の

ウ

ラ

ブ

を

失

格

さ

せ

る

乙

吉

が

出

来

轟

」

活

あ

り

ま

し

て

間

際

大

舎

に

ク

ラ

ブ

が

代

表

さ

れ

る

ζ

さ
は
、

個

人

命

誌

が

各

ク

ラ

ブ

に

陪

席

す

る

こ

言

法

閉

じ

よ

う

比

重

要

視

し

て

い

る

認

で

あ

号

ま

す

か

ら

大

切

に

取

扱

わ

れ

お

ζ

t

を
切
望
し
ま
す
。

大

事

「

口

i
h
y
リ

i
問

答

」

中

国

時

日

何

回

中

ト

o
m
v
q
h
r制
臨
時
四
回
喝
行
町
一
回

H
W
O
パ
町
炉
出
吋
睡

M
V
h
f
民

句

回

伊

国

時

国

O

@

中
印
の
邦
制
僻

は
山
間
〈
印
刷
が
出
来
て
出
版
の

認

び

に

な

り

ま

し

た

。

各

ク

ラ

ブ

備

付

用

苦

し

て

一

部

宛

遜

曇

わ

た

し

ま

す

。

御

覧

の

上

訟
で

hw
袋

内

し

て

お

き

ま

し

た

「

自

i
タ
・
リ

i
尚
答
」

仰

用

の

部

説

を

ガ

グ

ア

ナ

1
叉

は

東

京

都

中

央

臨

京

指

一

S
F

四

柏

原

洋

紙

応

柏

原

採

左

街

門

氏

へ

お

申

越

し

下

さ

い

。

印

刷

貫

録

詑

料

共

一

都
五

O
臨

む

御

承

知

の

諮

り

自

i
舎

り

委
員
は
勿
論
各
官
自
の
、
一
'
殻
を
必
要

i
に

関

す

る

質

疑

路

答

集

で

あ

り

ま

し

で

も

役

員

、

言

す

る

文

蹴

で

あ

り

ま

す

冶

続
々
御
利
用
下
室
い
。
'

-
省
、
第
六

O
地

底

合

員

名

綜

遺

椅

訂

正

版

〈
四
月
現
在
》

、. 

大

へ

ん

延

引

し

ま

し

た

が

ζ

の

程

獄

〈

印

刷

が

出

来

上

り

ま

し

た

の

で

各

-

ク

ラ

ブ

へ

は

京

都

の

森

田

一

一

郎

君

主

り

直

接

指

誌

習

し

ま

し

た

a

代
僚
は
拍
抱
強
訂
五
版
一
部
話
料
共
一

八

O
隠
、
八
月
版
の
名
縫
芭
併
せ
て
一
組
一
一
一
八

O
闘

で

あ

h
g
ま
す
修
代
金
は
悲
唱
。
べ
電
認

に
京
都
市
中
京
臨
・
絡
島
町
総
一
一
俊
下

F

森

田

一

一

郎

氏

へ

御

詮

舎

を

敏

い

ま

す

?

マ

八

草

地

臨

協

議

曾

H
U
H
m
時
開
い
円
。
時

h
r
m
m
回
民
回
日
U
M吋

星
野
ガ
グ
ア
ナ
曹
官

@ 

)t 

重

品

?

は

去

る

五

月

一

一
一
一
日
設
の
議
定
の
芭
こ
ろ
飛
行
制
間
遅
延

己
に

v
l
h
T

の

た

め

一

五

日

午

前

五

時

務

自

費

窓

路

盤

米

さ

れ

ま

し

た

@

宋

だ

治

信

は

あ

り

ま

せ

ん

が

ヰ
y
h
F
ナ
V
ヨ
ナ
Y

@
ア帽
J
h唱

y

d
ノ

9
1

φ
f
a
j
u
v
F
F

の

図

際

協

議

合

に

一

万

銘

記

出

席

し

て

底

ら

れ

事

J

7

9
作
時

A
p
p
t
r
ア
y
b
h
y
プ

9
1

一

世

関

の

地

癌

協

議

舎

の

百

取

を

極

め

凌

い

で

行

F
h
t
で
あ
ろ
う
さ
闘
仰
い
ま
す
。

か

れ

ま

し

た

の

で

皆

様

に

議

め

準

備

金

額

う

ζ

芭

が

出

来

ま

せ

ん

が

、

七

月

一

一

八

、

}
一
九

溺
日
京
都
諮
問
腕
点
目
y
w
で

〈
協
叩
房
設
備
が
あ
る
の
で
〉
関
か
れ
る
計
・
縫
の
よ
う
で
あ
り
ま

す

。

御

承

知

の

諮

り

地

盤

協

議

舎

は

最

も

還

要

ま

命

令

で

あ

り

ま

し

て

新

年

度

の

各

ク

ラ

ブ

合

長

、

幹

事

は

必

ず

出

席

す

る

ζ

涯

を

要

求

さ

れ

τ
h
v
r
事

詩

で

あ

り

ま

す

か

ら

佑

の

用

3i. 



官
伊
栓
繰
合
せ
て
山
路

ζ

の
隠
日
を
あ
時
リ
て
開
M
h
v

て
下
室
い
。

星

野

ガ

グ

ア
f

ナ

l

@

ノ

~ 
a弘

ー

が

六

月

中

旬

賜

朝

さ

れ

次

館

日

取

を

決

定

し

て

越

知

さ

れ

器

ζ

桂
、
為
品
い
ま
す
@
命
制

合
長
、

委
員
長
航
可
決
υ
牧

容

カ

の

あ

る

限

号

館

来

事

定

時

り

出

席

霊

れ

器

ι
誌
が
'
邸
中
ま
れ
て
い

ま
す
。

JrJ 

敬:

弔:

民
島
田

iAγ
リ

i

。
ブ

一

九

五

時

1

五

エ

年

度

創

曾

回

目

藤

野

七

路

氏

は

去

る

四

月

一
一
五
日
念
認
さ
れ
ま
し
た
。

惜
し
い
沼

1

9

9

T

Y

を
叉

一
人
失

hv
誠
「
胸
痛
樟
民
堪
え
ま

せ
ん
。

経

か

に

そ

の

冥

穏

を

新

り

ま

す

。

一

O
、

四

月

六

日

前

夜

懇

談

曾

申

合

高

崎

円

い

つ

い

て

ω
地
区
を
一
一
分
割
す
る
件

種事

大

合

の

決

議

じ

な

っ

て

い

る

己

の

件

に

つ

い

宮

は

・

各

hγ
ラ

ブ

よ

9
次

の

矯

械

を

環

竜

必

プ密

口付が
あ

ま

す

目

下

結

成

準

備

中

の

新

タ

一

7
7
所

在

都

市

お

よ

び

そ

の

時

期

ヤー 、.'

......... ... 

終

来

ク

ラ

プ

結

成

可

能

注

用

組

わ

れ

器

都

市

名

、

府

来

苦

い

っ

て

4
8
患

い

鋳

楽

の

こ

宮

は

分

hu
ま

せ

ん

が

袋

一

年

先

位

ま

で

の

見

込

を

立

u

段
・
お
主
び
時
期
の
見
込

て

L

誤

け

ば

結

様

で

あ

り

ま

す

。

議
J

、
も
六
月

。

日

頃

ま

で

に

御

諮

惑

を

蹴

い

ま

す

@

そ

れ

に

よ

っ

て

案

を

立

て

星

野

ガ

グ

7

ナ

1

@

f

重

品

1

官
。
量
me
協
議
一
の
上
園
段
目

i
ム

7
9

1
本

部

に

詩

集

し

た

い

宮

崎

ω
い

ま

す

@

御

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

ι

返

信

は

A

世
間
関
宛
本
館

務

付

の

端

容

を

御

用

い

下

さ

い

。

-

h

一

側

地

図

大

合

開

僻

地

に

よ

れ
V

て
A
7
V

グ
曹
S
E
r
-
@
胃

y

y

品
v
v
v

昆

〈

代

表

者

大

合

〉

民

よ

る

件

重

量

晶

A
V
}
!

ζ

れ

に

付

て

は

本

部

に

閉

会

せ

ま

し

た

結

果

吋

間

際

自

i
A
7
リ

i
で
は
毎
年
か
」
J

郎
ク
.

口

Y
4
y
v
ヨ
Y

J

7

v

d

l

F

ラ

ブ

が

大

舎

に

代

表

さ

れ

ぺ

義

乙

症

を

規

程

し

て

い

る

女

け

で

そ

の

代

表

岩

の

伝

家

族

t
か

そ

の

他

一

般

の

合

員

の

出

席

を

許

す

古

か

禁

ず

る

芭

・

か

い

う

規

定

は

悲

い

。

事

担

y
y
品

V

Y
昆

組

刻

に

は

毎

年

各

地

区

の

大

台

が

関

室

れ

、

そ

の

大

金

に

出

席

し

た

五

合

お

も

〆

丸

ト

サ

J
l
ダ
イ
略
的
合
同
問
、

V

品

ア

合

簡

は

V
4
d
N

ず
ア
ナ
富
喜
一
ι

F

1. 

ー

の

選

率

以

外

の

線

、

画且4・
J、



で
の
容
鳴
門
い
付

τ
は
も

訟
で
唱
。
議
決
に
加
わ
れ
る

ζ

謹

脅

協

定

し

て

い

ま

す

。

こ

の

場

建

よ
h
v
捻
論
ず
れ
ば
羽
出
来
る
北
け
多
〈
の
ロ

g
p
T
v
v
が

出

席

す

る

こ

誌

を

議

期

し

て

い

習

V
J
F
品

V

Y

X

3

3

7

7

F

J

7

V

グ
I
F
e
主

I
Fイ
y
グ

大

金

は

訣

し

て

「

制

限

付

」

菟

は

吋

代

義

務

の

み

の

命

令

」

納
W

@

肘

V

品
N

J

4

車
ア

t
p
a〆

る
謹
む
の
で
あ
っ
て
、

で
は
あ
れ
γ

符

悲

い

露

で

あ

り

ま

す

。

一
方

品

l
ヨ

I
A
M

ロ
ザ
ア
イ
脚
J

p 

e
N
F
F
4
1
の
如
産
車
甲
y

w
の

牧

容

カ

が

充

分

あ

る

都

市

以

外

、

宿

舎

の

心

的

問

栓

〈

合

多

〈

の

地

盤

犬

舎

は

こ

の

理

由

か

ら

多

か

れ

少

舎
を

mv
し

得

る

所

は

諮

ら

〈

あ

る

ま

い

@

地

区

大

合

唱

。

潟

之

れ

に

類

す

る

患

の

苦

い

え

る

@

y
品

V
v
v
A

治

大

企

」

ゐ

な

か

れ

出

版

人

民

に

制

限

脅

付

け

ざ

る

を

符

ま

い

。

現

に

東

京

に

於

け

る

今

年

の

か

六

O

J
7
vグ
1
F
@
訂

Y

「

代

表

岩

然

し

ζ

れ
は
日
決
し
て

古

い

う

窓

味

で

は

な

い

。

従

っ

て

地

広

大

舎

に

出

席

勃

望

者

の

全

部

又

は

大

部

分

を

政

容

出

来

注

い

草

い

う

こ

吉

丈

け

で

色

、

地

区

分

割

の

考

慮

を

N
U
罫

詑

す

る

原

因

J
7
v
@
l
F
乙
7
イ
式
ト

9
ク
ト
f

ヨ

y
y
子
vvd
ス

古

る

ま

り

得

る

露

で

あ

る

A
H

「

代

表

者

の

み

!

の

地

盤

大

故

合
L廟@

に

殺

し

て

は

広

州

知

事

舎

は

語

ら

く

錠

成

の

表

羽

を

し

在

い

で

あ

ろ

う

」

内

附

来

志

も

出

来

る

丈

け

多

畿

の

出

席

が

で

量

る

主

う

に

謹

カ

す

る

こ

さ

は

勿

論

で

あ

る

が

草
い
う
・
返
答
で
あ
り
ま
す
。

宿
合
巴
か
合
叫
仰
の
郁
A
向

上

或

る

段

以

上

段

容

不

能

の

故

を

以

て

ク

ラ

ブ

ω
協

力

を

求

め

る

舎

の

閤

mm
は

可

能

で

あ

る

が

ι
t
は

出

来

得

る

ι
ま

で

あ

ろ

う

。

こ

の

意

味

に

於

て

六

大

都

市

以

外

の

‘

土

地

で

地

箆

大

や

7
V
@
1寄
与
ア
イ
品
ト
y
p
a
P
4
3

ン
y
品

V
Y
品

「

代

表

点

引

の

み

J

の

地

臨

大

可

で

あ

る

o

t
御
承
知
…
仰
い
ま
す
。

同
地
問
叫
が
分
割
さ
れ
た
鋭
舎
の
議
合
地
臨
大
曾
関
鮮
の
一
一
吋
吾
に
つ
い
て 曾

」

の

構

強

は

不

議
題
宮

L
て

は

胞

で

い

ま

せ

ん

で

し

た

が

提

案

説

明

で

稜

言

き

れ

た

中

に

あ

り

ま

し

た

の

で

一

間

脚

本

部

ω
意

向

を

訊

し

ま

し

た

ま

よ

る

守

弘

組

制

第

一

一

線

鉱

四

項

に

広

場

事

舎

の

法

認

を

符

τ
一
一
叉
は
そ
れ
以
上
の
地
盤
が
「
妙

3合
唱
:
勤

.2却

しす

F
e
口

y
y
品

V
Y
ス

A

曾

」

を

関

依

出

来

る

織

定

が

あ

り

ま

す

が

も

か

為

る

抽

総

合

大

舎

は

ね

↓

等

合

之

れ

は

前

夜

議

談

合

の

産

し

て

決

し

て

奨

劫

し

て

い

設

い

の

み

設

ら

ず

、

一
一
年
以
上
引
鰻
き
こ
の
騒
の
命
令
を
俗

す
ζ

t

に

は

著

し

〈

潟

織

的

態

度

合

収

る

で

あ

ろ

う

@

認

A
u
大
舎
を
倍
す
よ
う
表
向
調
い
要

到

一

キ

窓

向

の

あ

器

乙

吉

は

寧

ろ

地

区

そ

の

も

の

の

設

定

が

正

し

〈

な

か

っ

た

古

の

意

見

色

諮

る

露

で

あ

る

」

さ

の

返

答

を

得

た

。

従
っ
て
賂
来
一
一
貯
ん
は
そ
れ
以
上
の
総
監
に
区
分
寄

れ

た

場

合

は

地

箇

大

合

は

御

身

に

関

部

し

、

何

か

特

別

の

綴

A
ロ

の

外

往

年

の

館

者

。

、

七

一

、

七

ニ

臨

台

時

の

如

童

謡

A
A

回
大
曾
の
臨
閃
僚
は
控
訴
口
す
べ
き
で
島
b
v

ま
す
。

-ld 



的
問
ず

v
a
l
p
-
e
ナ

ヰ

普

及

佑

の

争

う

ブ

の

曾

舎

に

は

出

席

者

の

産

隠

悲

忍

故

宮

民

名

を

治

知

し

、

申

込

詰

問

時

に

倉

健

を

前

約

し

て

車

其

争

議

F

7

Jノ
位
、
迷
惑
を
か
け
ぬ

よ

う

に

す

る

件

之

れ

は

席

上

金

員

一

致

賛

成

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

か

ら

主

催

者

側

主

9
申

間

投

〈

古

色

ハ
雨
中
山
似
し
に
苦
い
ほ
割
合
も
あ
h
v

ま

す

か

ら

》

参

加

申

込

の

ク

ラ

ブ

で

遊

ん

で

賀

行

し

て

鍔

六

O
地

磁

の

美

し

い

慣

習

芭

し

た

い

草

思

い

ま

す

冶

山

間

申

込

は

必

ず

幹

事

を

誌

と

で

す

畠

曲

v

」

f
i
w
h司

個

人

的

の

申

込

は

し

ま

い

ζ

芭

に

さ

れ

た

い

苦

患

い

ま

す

。

各

ク

ラ

ブ

の

協

力

宮

自
制
会
話
…
墜
し
ま
す
。

)
.
J
7
r
f
k
ト
y
.
Fド
:
[
y，
T
.
1
J
f
;

ω地
区

資

金

及

大

曾

分

捻

金

の

徴

枚

方

法

改

定

の

件

こ

れ

も

席

上

騎

場

一

致

で

決

定

さ

れ

た

も

の

で

あ

り

ま

し

て

、

今

年

七

月

一

日

以

降

毎

中

期

金

員

一

人

設

金

五

百

悶

ず

つ

部

品

・
9

年

額

登

千

鶴

を

七

月

一

日

吉

'

ん

見

向

日

現

在

員

数

J
7
9
4
時

A
F
9
b
y
t
r

こ
J
T
Y
F
@
盟

主

糊

J
F
Y
E
4
1

は

お

し

各

ク

ラ

ブ

よ

り

地

臨
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、
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蹴
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問
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出
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習
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得
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T
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の
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に
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、
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於

て

合

誌

は

そ

の

一

年

間

の

ク

ラ

ブ

の

活

動

及

紅

茶

銭

に

つ

い

て

瀦

詳

細

民

亙

る

報

ぬ
自
を
行
い
、

六
月
の
制
限
后
の
例

A
W

に
於
て
新
役
員
を
紹
介
す
る
の
で
あ
れ
ソ
ま
す
。

5と

吋
一
幹
都
提
要
阿
W
O
時
炉
開
吋

ぬ
間
口
同

回
討
の
何
回
時
炉
開
吋
」
の
お
五
七
項
以
下
の
指
示
民
総

eっ
て

「

年

故

報

告

の

準

備

を

す

る

」

ζ

と品市

「

合

誌

を

補

佐

し

て

年

度

設

后

の

関

舎

の

関

例
制
を
針
箆
ず
る
」

と
と
。

「

合

長

を

助

け

て

ク

ラ

沿

革

史

の

準

備

を

す

る

」

と

と

等

の

M

灯
、
路
大

O
m叫
に
は
衣

ω
泊

9
幹

事

の

仕

事

が

指

示

さ

れ

て

い

ま

す

。

「
年
度
の
格
了
L
L

共
に
幹
事
は
あ
ら
ゆ
る
銭
円
込
み
金
額
も

記
録
、

ク

ラ

閥

幹

、

備

品

出

謀

る

よ

5
幹

事

と

し

て

の

住

命

在

職

務

日
後

任

幹

事

が

自

分

L

・4
9
更

に

う

ま

〈

仕

事

の

つ

い

て

十

分

ま

情

報

を

輿

え

て

む

か

わ

ば

容

を

す

べ

て

後

任

者

日

引

総

々

と

共

に

も

悲
り
ま
せ
ん
。

ι圃岬

引
議
官
は
完
金
広
出
家
ま
す
よ
う
合
間
討
も

幹

事

に

お

駿

い

し

ま

す

。

向

。

、

名

器

合

員

ウ
ラ
ブ
定
款
第
四
銭
館
一
一
間
鴨
川
例

ω
却
制
定
記
従
っ
て
も

の
次
の
七
月
一
自
に
自
動
的
に
失
肋
備
す
る
。

「
名
器
合
員
は
削
沼
崎
併
せ
ら
れ
た
日

但

し

趨

等

合

は

任

意

、

其

決

議

に

依

っ

て

も

年

身

そ

の

資

絡

を

縦

続

す

る

と

と

が

で

意

事

。

名

器

曾

員

は

ク

ラ

の

地

域

外

に

移

住

む

又
は
兵

ω
地

域

と

密

接

悲

る

縁

故

を

有

し

悲

〈

歌

っ

た

議

会

と

醗

色

、

議

事

合

は

其

の

賛

絡
を
能
組
霊
吐
る
立
と
が
で
.
き
る
」

江

主

に

ま

っ

て

い

ま

す

。

引

鎖

急

線

路

せ

A
と
す
る

七

月

鉱

山

腕

命

日

に

議

事

舎

を

開

館

し

て

と

の

織

を

帯

感

し

議

設

の

蕗

鐙

方

に

付

て

は

hw

を

と

ら

れ

た

い

。

砲野4亀

、

新

年

度

委

員

合

の

檎

成

無
く
悲
っ
た
結
岡
部
新
年
度

ω
各

ク

ラ

時
制
惜
ザ
ク
ラ
ブ
細
則
第
七
銭
及

w
U

的
知
人
僚
が
改
五
せ
ら
れ
綜
人
口
金
割
譲
員
と
ん
U

務
委
円
以
が

す
の
委
員
は
左
の
勉
与
と
な
り
ま
す
。

@切噸命

0Jt. 

社

会

奉

仕

委

員

一一、

臨

際

奉

仕

委

員

句協

設
業
奉
仕
安
田
島

治
委
員
は
伺
れ
色
弱
惑
の
内
主
事
合
同
殺
が
鞠
指
名
す
る
番
問
縄
問
問
と
一
一
入
門
村
上
の
他
の
合
問
料

者.



会
以
げ
ら
組
総
怒
れ
る
。

令
長
は
別
に
開
制
高
の

島
グ
持
ノ
プ
@
暗

J
1グ
ヰ
良

町

名

を

す

べ

て

の

合

務

活

動

に

封

ず

る

務

経

訟

に

指

名

す

由。。
と

の

一

割

高

は

次

の

合

務

関

係

委

員

五

び

そ

の

他

必

安

に

邸

じ

佳

命

せ

ら

れ

る

嬰

員

の

一
出
勤
を
ほ
賢
統
合
す
る

@ゐ也、

も

応と

....... 
幸子主

分

額

宮古

~ 

員

一
一
、
お

段

~ 

員

、

一
一
一
喝
雑

詰

蓄さ

員

回

、

合

良

詮

街

委

員

五
、
プ

軍宜

r 

:y 

ム

委

員

曲喝母'"

長室

'情

ヰ誌

委

長

~ 

ロ

1
2
F
I
情
的
判

主3

員

ζ
ω

内
、

政

宗

分

類

委

員

と

雑

誌

委

員

は

何

れ

色

合

員

一

一

一

名

合

以

て

組

織

し

も

毎

年

一

名
宛
は
一
一
一
年
の
任
期
を
以
て
任
命
さ
れ
る
縁

と

ω
改

正

細

則

に

縫

っ

て

新

年

度

合

聞

い

況

は

委

員

舎

を

幹

成

事

れ

お

ぜ

悲

り

ま

せ

A
e
議

て

改

正

健

文

の

鱗

諮

は

認

〈

印

刷

仙

の

上

命

誌

り

し

ま

す

G

'

一
一
一
当
館
大

O
地

区

五

月

分

出

席

記

偽

結

局

不

成

功

に

移

り

ま

し

た

e
l

何

と

か

し

て

全

部

の

謹

告

を

魁

め

先

い

と

思

っ

て

程

信

で

督

促

ま

ど

い

た

し

ま

し

先

が

一
一
六
日
頃
隠
京
の
上
で

本

日

出

後

北

海

鎚

に

参

り

ま

す

。

箆

め

て

本

低

の

椅

還

を

設

行

す

る

ζ

と

に

致

し

ま

せ

う

。

-

向

前

獄

中

上

げ

れ

却

さ

ま

し

た

諮

り

六

月

分

の

出

席

説

告

は

ず

グ

ア

ナ

ー

一

見

誌

后

に

な
h
リ

ま

す

が

矢

授

り

払

あ

て

に

お

悲

9
下

霊

い

。

悲

の

手

許

で

整

制

惜

し

た

上

ー

で

引

訟

ぎ

ま

す

@
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色。七hoMembers of位10213七h D1e色rlc色
ef Ro七a勾ron 臥~r

In七6rna七ionalS七uden七 projec色

1950問エ951

ムsyou scan七his'pamphle七宮 Dis七ric七 213o:f Ro七a.ry!n加閥抗10nalwl11 be well ln 
1七sseγenth year Bf七heInterna七ionalStudent Projoo七which事国ique1n ito 1ncep七lon骨
has gaiuDd world同 widerecogni七iOl1 1n Ro七ary01roユes.

. })~Or the f1re七七imo1n七he'hiat e1'y of七hisunder七aking.tha七七hemore than与.000
Ro七ariano1n our dis七r1c七have made poss1ble by 七heirgenerG'也acon七rib¥えも10n8七hr飢えgh杭16
paa七sevo:c'al years， we now are priv11eged to eponsor もwoschola.rsh1p鈴もuden七s; on6 
p'J.ra u:tngεrc..d.u..at.e s tudiee a七1Tor七hwes七e1'nUnivorai七y，and another from with1ri our dia七r1cも
d.o~ng spooial work in 0. Ge-:i.'man Uniγe:rsi七y画

ふユrgues七s七uden七 1n七hedis七rio七七hi筒 yearis Diego Ca11e暗 24.of Medelin， Colombia， 
Sou七hA.merica，. who en七ereoム1i'Qrthwonもornin Sup七ember，and waa ~cheduled 色。 begin hia via1国
七G七101:'8七O七ho、屯l:riol1SCllubs in tho dt st ric七early1n Deoember. 

Diego. son of Mr. 開 dMrs~ Conrado Oa11e， 1s七hee1des七 of七ench11dren. 宜duca七ed
in tbe public schQols .of his home comrrnユni七y骨 he i8 a. gradua七eof 七he百五iveI"ol七yoI 
An七ir-:quiaa七Medellinwhere he majored in econumics.. Sinceユeavingschool laoもNovember，
he has been ongaged in organ1zing抗18accounting aya七emofぬeMadelliぬ組閣lc1pa.lgoyern四
men七andhasμユ60Berved 1n ιsim11o.r capaci七yfor priva七ecorpora色ions.. He 1a doing 
pos七graduεL七ellork ln economica a七百or組制的e:rIl"

仇 rstu的n七日01V6七udyingabroad 19 Curl Geffer七 ofHarvey， who i器 agrudoo色eof 
!J.'1horn七onHigh School and 七heUniversity of Vieglnia.. ムれerrecelv1ng hia B..A. degree a七
Virginia ln却炉的曹月比9，Carl spDnt ano七he:rye目 的判官ginladoing graduate work in七he
Ge rmnn i c 1 a.ng1ユag倒 Henow 1s 1n reaidonce a七PhilippsUniversity日 Marburg四 on-the....1ah且
in Germur:y唱 wherehe i5 enga.ged in resoarch in Germunic philology (dia1ecta).. Carl 15 
七heson of七heRDV. RudQlf L. Geffert官 pas七orof Triniり Lu七heranChuroh 1n Harvey. 百e
1s a. ve七urunof Wor1d War 11 and served abroad， includ1ng Ge釘臨時事 wi色h七heAmerican 
Occupation forcea as an interprotor， wi七h七hera七ingof sergeanも T-4.茸e.i8poin札 ng
for a Doc七orof Phlユoeophydegree for which he will 1a七erwrite his disser七ゐ.t1on曹 ò~ed 
upon his reaearch s七udiest a七 someおnericunun1 vers i七y.

Furtber expansion of七heIn七erna七10nalStudont Prujec七now16 1nsuredもhroughthe 
recen七lyes七ab1ishedRoy Palmer Memorial Fund. by moans of which it 1s expeo七edもhaむour
dis七1'10七willinvite a Japanese studen七七os七udyin七hoUni七odS七atesnc対日母boolY~êll'"噛

This fund申 asa1l Ro七ariru.1S1n七hedia七1'10七 shouldknow， had 1七s1n曾O}'もiむp.lasも
sp1'lng Bnor七lyafter七heもraεicdeath of Dlstric七GovernorRoy Pelmer !n陥叫rplane
acciden七'11hepro j ec七もoprovide a special scholtは5hipfor e. Jap却時@的u.den七wasdevlβed 
uG a fl七七ingmemorial to Governor Roy bocause of七hogre凶 frlon俗h勾協同 hadspru.ng 
up bc-cwoen himseユfo.nd Rotury Governor Tomo七ukoToshima of Jupun du宮ing七he In七 orna七 ~onaユ
お somもlybo七h叫t;onded叫 LukoP.lo.c.id in Juno，ユ949.. They bec錦脅か同 f:rienc1骨七h.rou.ghi.ふ
corro:pondonco mainもDinudduring Go-vornor ROy's七ormof offi窃母儲H1uおも 11 もh~ も ima of þ~罫
C!.Oo.th. It Wo.s thought by ユOCtclor・sin Dis七ric七213 七hu七 Gover~母寄 :noy wo~l.Q. b~VÐ 官4ntod
j l，l~'Ì} .suc;b U 8cho工arshipprojcct七0ばもonJ.七hisbo.は offr~o晶鋭lip 七 o ~ll ]ぬもarta.x:s1n 
もheD主的riq七ahe and G()vernor TomotD.k.0 l'i';l)rυ00んじゃ心



同 2 問

Going in七0もheseven七hyear of七huInternaもionalStudent Pruject we continue， to 
。oncen七rιteupon s七uden七sfrom SouthムmeriCelas gues七sin our district. Six of the sè~en 
s七uden七s七ovisi七usもhusfιIr CbffiD from widely separu七edarea8 of L&tin Americ弘事 a single 
eXCE:p七iopW5.B 七heappeむねncoof Philip Fosもer，our s七udentgues七from London. 

自1Eiproj E:C七hasnow ~rogre8sed も O 七he -pointwhere we CeJ1 begin七op0rceive 七 h~

unmis弘.kob18 vaユuesinher・C・I;七 in七hisworもhyventure in in七ernaもiorwlgoodwillι.~nd frif?lnd-
ship. Th~ good 1'eS1ユユ七S七hUsf~r ~chieved are bes七 interpre七edもhroughth& correspondence 
your comrr.i七七eei8 rl;1ceiving ut frequent interva1s from 七heyOUIlg men '/ho have com8 七ous 
七hrough七beyeurs not only七obroadon七heirknowled呂ee;l，S S七uden七suもoueof our grea七
insti七u七ionsof learning骨bu七七oob七五i.in188七ingimpressionsof the Amuric白nway of life 
&S七ypific・din七hovcry he&.r七of七heUni七odS七&七es.
Wo kr.ow you will w乱孔七七osh8.r(~ wi七hus 七hoexpresaiona of sincere a.pprecia.tion and 

grati七udefrom七heseyOlIDg men who are now "ou七onもheirownll inもheirhomelands. rapidly 
as suming-places of dis七inc七ionand influence in七heircomrnuni七iesa.nd cou川 ries，a.nd 
daily bringing七O七heirfellowmen七hebenefi七Sof七heenriching e実~erien~e enjoyed 
whileユiving among friends in Nor七hAmerica.. 
Cons idered in七heorder of七heirap，earance in our dis七ric七vwe pass along七oyou 

some brief com~en 七 s abou七wha七1I0urboysll are doing七od品.yana. regarding aome ofもhe七hinga
in v/hich they are especially in七erested.

Carlos ~Aacch i t of A.rgofl七ina，七hefirs七s七udenも巴2es七七o00γne七oour dis七ric七世 i9
firmly es七abユishedas labor rela七ionsdirector for Philips Prod¥ふCもs，a七Fapesa，~ suburb 
of Buenos Aires. lb.rges七manuf6.cもurersofユ19h七bulbsaud radio equipment in South Americ~. 
erI1~loyinε2 ， 500 worker8 .. 
The concern bωi七s~os 七 imflor七 ant contacts， outaide Sou七h却 eriCB，in Europe and 

Canf!dと Fei9 a member of七heboard of the Argen七ineIns七itu七eof Personnel Manとtgunen七骨
an in diCe:-t ion of the h igh ，pos iもionof responsibili七ybe holds in his chosen field of 
end.et:. vor. In 七hislf;i七七er. ca1J8.C i七yhe h!:t.s 七rD.voled.8五七ensivelyin 0もhercoun七ries骨mora 
especiι11;y Brazil. 

C~rlos and Eebu &ro七hG9rOudparen ts of七wofiuu children. Oarlos事 Jr.曹 22rnon七hs
old， eJnd Ines:-f who j oinod七hcfiimily circ1e on JUl1e 25 of七hisyeEJ.r. 
His very.. fine -pos i七it)l1with七hePhili'ps COffij)&ny. coupled wiもhthe f~c七七hEA七 he i8 

the h(;'[・dof el spl∞did f~mily 昔 C仏国間 Carlos tosuy: "every七hing(with us) i8 hap?iness 
and 00七irr'isIl!l.1I
Cεl.rlos is s bou七七oOccupy a new ho~o wi七hbis growing fばnilyin u fine r'8side.1tial 

dis七ric七 inAcausso， whero he promises Rotary visi七o1"s七be '~fines 七 room service in Aca四
9USSO! 11 

C~)rlos I gcn i斗 and dynhmic pers onei.l i七yωdhis ub11i勺r七orm~ di ly ad::A.J?七himsδlfもO
ourユ{:lljgu旬。 (olusArnericar凶se).and cus七omswhen !I. S七1ユdentbero， f;mdeぱ edhim to ever;y 
執o七日iωir;七hodi3七rict. These exC句七10ω1churω七er七Tゐ1七s.ap-pe昨 n七lystand him in 
good sもE七das h8 occupius B place of incre品 inginfluence ill his homeland， We know he 
is u rl2E¥ユ ε)Tnb~tsS~tdor of Roむとay.. 

Rafoel Errazuriz， our second s七uden七gues七.who ha.s been a.ssociιもedwi七ha law 
f ir'11 iL San七iago，Chili， 1n recen七years _... going from la.w clerk 七oo. full pO.r七nership曲目
i8 soon七oengage in a ~ining business wi七bhis fa七her-in叩 law. Yes. Rafael is mとtrried
もoDoty，正，ndthey now have Rafa.el. Jr" ("Ro.f'b. Chicoll) borxl Sep七ember1込書 last.ω 七he
七hirdmerr.ber of七h己irhous ehold.. 

II I 1: 0 P e i" S &.ys Rιlf:.wl， 11七ha七RυI.fuJr.， i11 his 七 i~e ， will be unders七ood • in 
a wor1d vhore people， rog~I・dlùss of 七beirown U i.:ム七 ion~lì 七 ies 昔 will bo ~ore closely in 
toug ムロdneと..l'0fin 七b.eirmu.七Uet1unders七a.ndir..t:.. Wi11 七ha七ιeneration comprehend 七ha七we. 
tbe fa七hers，did Som6七hin巴i 七ocrea七e七hゐ七 worldof good fe11owship?1I And again: "I 
c&n'七heユPi七. buも sも11111m c心 op七imis七@ 工七'8七ruewe are perhaps approaching a new 
war I bnd七ha七byi七selfd08B not spu叫(of 巴00.1undβrs七andingani good fel~owBhip. 弘治
OU七ofi七， a.n~i o.f七erthe do勾t:ruc七ionofもI10seforces七hatmenaceもhefreedom ofもhe
world軍 Iもelieveour own 1de~1畠 w111 spro~d 七hrP128l 抗ìé OO11'七ine誌もa."



同 J 由

日c110Pcnna 0 Cos七a，o.urもhir・dstuden七巴ユes七， has been己 verybusy mun down ~razil 
way during the years aince he com."le七edhis scholarship wl七hus. 
Be七urロing七ohis home in Rio de Janeiro. he resumedもheprac七iceof law釦ld，soon 

after his arriva1. rnade a. speaking七ourof 20 Ro七aryclubs in 七ha七 ~rea in fuユfillment
of七hei七par七ofhis scho1arship agreemen七@百emade七hevisi七sin 1ess七han七womon七hs.
Reユionex七joinedhi8 fι七herinユawpractice as a corpora七eb.t七orneyfor the ~os 七

importan七btinkin Braz i1. ~Ae b.nwhi1e he was engaged七owri七especial ar七icles&bou七七he
Uni七edS七ε七esand in七erna七ionulreユ&七ion8for七woof his. coun七ry'sユeadingnewspapers. 
Lh6七yearhe opened his own law office inpar七nershipwi七ha friend. specializing 

in civi1 ~d commerci~l 1awtωd as he Sb.ys， 11 doing qui te V'f6tユ1."
"0n1j-' recenも1yt 11 h e s ay s 9 11 1 dfJ C i de d七oen七eru very七oiユgheX白min叫 i0n七obeCO'Il8 

one of Riols Distric七ム七七orneyst as D.ム。 'sin Brεzil are not e1ec七ed，but nomin&七edU"9on 
&Ppl"OVは傍.I've be0ll stud占ring vory hbrdωd expec七七obe cal1ed before七heexarnining 
cornmi七七ucvri七hina fuw W68ks." Heliols 1e七七erWel.8 da七ed00七ober5， ao 七h~七 it i8 q1~i七 e
possible he 1s now ~n と!Ccepωd Dis七r1c七ム七七orney. Every Ro七ιria.nio七hedisもric七wiユl
hope七hathe has been successful inムchievinghis new ambition. 
}If.:lio wiユ1be married nex七Muyもo'ivIiss Mo.ri1ia Sb.O Pe:.ulo曹d.augh七erof &. prominen七

Braziユiとa 1ごLwyer. Aa he pu切れ "Waex-pec七七o bond our lives for good in May (no 
divorces in Bruzil)." 
Yes， Helio， who main七ainsa close touch wi七hRoもεlryin Brazi1世 18U 七rue印nbD.ss"dor

of Our greι七in七ern[;j七ionυ;.1fDllowship to his home coun七zγofBr~zil .. 

FtaLcisco Ponce de Leon of UnユgUBy.七hefour七h8七uden七fromSou七h.Americb.・， ia 
rcsidir..g in 七heTJni七edS七a七esu.ud， more sgecificf;lユユy，in Ohicむgo.where he i8 ussoc1a七ed
wi七bJohr Sex七01':1 und 00泊予any，wholesH1e foodi t as ~ chemicu1 engineer.. FrDrJ.k， tLS :nany 
Ro七&工事i8LSwill reca11， climaxed his period of s七udya七Nor七hweaもernUniversity， by 七aking
!! beム1ユtifulChicsgo girl ~s his bride. 
Le七him七e11sQme七hingnb∞七 himseユfl
".After my marri!lge七oMuriel t 11 he SelyS， 11 1七ooka fino posi七ionwi七hJohn Scx七on

an d Compr..ny • • • Thθy in七uI"nsen七me七oLoyola Universi勾rU七night七ostud.y bac七eriology.
I cnn &ssure you 七ha七my sChedule wεl.S rough 一四 γvorking nine hours D duy in a ユa.bor3.七ory
and七benε¥ttendingclHSS(~S 1ユntil9 li~nd 10 o'clock every uight. 町七opof七h1san eLccida的
occurrcd in the 工的or&torywhereby 1 broka my foo七 ~nd wι18 1uidu-o for some mon牡18.. 

JI 1 Iwve been up to my neck 111 work 回目 youknowworking in indus七ryin the甘..8.is 
m εged… and. I aユreadyhave been ge七七ln.grny shhre of i七.ln the 186七戸o.rand b. half.." 
Some d臼y，soon， it 1s expec七ed七b臼，も Frankvrill be CO"l江i七eda曲ongもheou七s七unding

businossrren of his cow;，七ryT He 18 very apJ?rec iじ七iveof wha七Ro七8.ryin our di s七r1c七hu寵
done 七obro&den his exoeriences und もypifiesthe hard目workingcheLrμc七eristicsof七heyo唱為替
men who :b~.lve come to vis i七us.

For Fhilip (.Ph i1) Fos ter， our s tuden t guos七from "8Zlg1即応 11fe h，よt6もはenOn an. 
en七ire1yurlique pa七七erlネtTnlL:.e七helads from Sou七h Americ~þ who se七七lはおもo杭101l.'
chogen cとrecrswi七hconsiderDb1e u&se， Phio re七urr40dto EnglD工よdtι yeo.r ago on1y もofaQe 
aユongperiod of mili七&ry七ruin1ngunder his cω工i七ryt S con8crip七10nscheme. 
Ne七resu1七for Phil has been 七ha七be a.lmos七 i!illnediじ七elyv/(-j11七1n七obL‘.sic 七 rûinìn~ 亀

la七er七oe!七七endofficers 七Tιining9choo1 from which he recen七ユyemerged とみs[;. Royal ~t :r 
.Forc8 Pilo七Officer(sθcondユi0U七enω七 inU.S.A.). Here Phi1 h&s conducted himself ~1 七h
dis t iTIC七ion.huving been accorded variouB high honors.. N.ow fJ. ful1fユedgedoffioe:r， 鴻鵠
ユookirjgf orvw.rd七ooverseas duty in七heno七七00distθI.nt future. PhiユGSophicully mt.n.瀞&
Ph1ユt;;;kes七h1s1n七erruo七ion七ohi8 ci vilian目 life&rl'lbi七ionswi七hgood grD.ce inもh時
J.r..n owledge七ha七hei8 lending his ta1ents七osecure抗lUdefensea of his cQuntry ti.:UQ. 
democracy in this cri七100.1七imein wor1d affairs .. 
世18prapers and best wishes of evory Ro七6.riEtn 1n Di s七ric七213go wi th Pbiユqもl1Q

n ervcs h 1s coun七ry. We wil1 expec七greo七七hingsfrom h1m when的 some lDter主再開
品8votesbis good services七o0七berfields of Emdcぷvorin七ime$Qf pe，斗ce申
The la抗的udent部 es七色ocondude hi8 80hoユarshi昔前udiesw1ぬ草愚前11lT本料開七u:rned.

色ohis 11ε:七ivaPeru whon七hispu!nphle七reachoeyour htinds. 



q 脚比四

Ee 1s， of course，ワladislaoFulla of Lima， uffec七ionaもelyknoV(n to al1 of us as "1alo. 
Lulo made tl sor七 ofCoo}τIS Tour of his bomewnrd journey曹七ravelingby w匂 of8asもeぬ

Uni七edS tD.七esand Canadu before ship予ingOu七frorrl1Jew York. 
In expressing his si~cere 七h a.nks 七 o n11 Ro七ιtrie'.nsin七he213七hDis七ric七 forthe 

priviユegeof s七ud.yingunder七heschoユarshipplbu， and七hemcny kindrlesses (l，ccordud him 
on 11is vis i七sin七hedi8七rict署 Faユlapuysιglowing七r1bu七6七oRoy Palmer骨 whowas 
governor of七hedis七1"ic七 duringmost of h1s stay in七hisvic in i ty傍
Says Faユユ3.: "I七 CO'!1eS 七omy memory 七ha七 one of 七hemos七sorrowful episodes I ha.ve 

Gエperieロcedduring my stay i口七heUρi七edS七三i七es'Wω 七hedea七hof Dr" Roy A. Pe，lmer" 
He wos. Or~e of 七he:.nos t admir6 ble pers ons I have t3ver knowrλ He specially a:七七ended七hree
of七hemee七ingsto 1i吋 8n七ome: in Peru (Ill..)， in Dwight. 8nd 1n M~rseilles. • • I 
~et him on1y fivo七imespersonal1y， bu七hewus onc of my besもfriends. .. • Iむmglad七O
knO¥J，' of七beschoユarshipyou have es七8.blishedeLS u.rnemor1alもoDre Pulmer. He spoke七O
勺18once Dbou七七heRo七とlriausof Japan and how be admired七heireffor七8111 con七ribuもing
七O七heP8u1 Barris Founda七10n." 
We :bope 七o-be heuring mbny good. 位lingsab飢えも Lιllo. EJI七erhe ago.in becomes es七ablished

1n his hoaeland and tells the Rotariuns in Peru aqou七h18experxencos in七hoUni七edS七a七es"

Hol:tday Gree七ings

It occurs 七oyour 1n七er口&七ionalSもudenもPro.jec七Commi七七ee七haもRo七arians1n our 
dis七ric七wi11want to send holiday gree七ing七oour s七uder.凡 guesも "alumrni." Here are 
七heira.ddresses: 

C A R L 0 
CARLOS Nム.cCHI
Juan J. Dias 661-A 
San Isidro， FONGBM 
Ar¥gen七ina

Eし羽¥El江J ERR.¥.ZURI Z 
Cal1e Sぬ Fr~ncisco de Asis 

官11Golf 
86..n七iago，Chile 
E官110PEGNムeCOSTム
R..もλriclidesde Matos 10 
(Laranijeiras) 

Rio de Janeiro， Brazil 

Club Visita七ionProgreiffi 

0354 

FRiJWISCO POKCE de LEON 
6336 N. Claremon七Ave.
Chicaさ:0459 I11inoi8 

PHILIP FOSTER. Pilo七Officer
Officers r~~ess 
Royal Air Force 
Wi七七ering

N(?r七ban七s，F..ngle.nd 
ULl正~ISムo F.4江JJ
Mon七ezurna974 
Cal1ao昔 Peru

As previously indicl:坊edt Diego Oalle， our curren七S七uden七gue8七宮 fromMedellin. 
00ユombia，is beginning hi8 rOillld of speaking engagemen七sinもhe213七hDisもric七七h16
December。

Con.七inuing七hecus七omes七ablisheda few yeとLrstlgo普 Diegowill be required to visi七
only ha1f七heclubs in七hedis七ric七宮 since oalling upon each of七he66 cユubawould impose 
旬。 ιru&ta burden upon him and 1n七erfereseriously wi七hhis s七udyschedule a.七 Northwes旬臨
むniversity也

1n order七ha七eγeryRotb.riωin the dis七ric七mayh，斗vean oppor七uniりもogreeもand
heur Di~go during七hecourse of his sもとiywi七hus曹七hecommi七色eesuggesもおもha.七 hisvisi七s
be ιlrran@ed， wher記JVDrposs ible. s 。七haもmembθrsof七woor mOl'e clu'be.' in正:m;y'g i ven area. 
in 討10dis七ric七mighもhear him i.1七 i九七er由 01七ymee七ings.. 

1n uccord，ユロcewith 七hepresen七ρlal. 七hisyeとlr's s tudent gues七will not be schefuユユed
tor regulf;.r appear&nCf1S aも anyclub vis iもedbyもhes七ud.en七郎λes七during七hepむS七 01ュ.b
ycω~ 

事量



幅 5晒

'l'be commi七七eefur七herurge8 もha七c工ubs七obe visi七edby 七hes七uden七gUE;:B七sa七七
such mee七ing8as IfLad.ies Nighもsft80七ha七七heRo七ary-.Annsand 0七hermombera of Ro七ary
famiユiesrr.ay ha.ve七h8 ~rivilege ぬd pleωure of gree七i且喜七hesもudelltgues七 Sucha 
予ructicE:hDa become very popular wiむhaevoral clubs 1n七hepuS七ft.:YVyee;;..I・s.. We urぎ'コ you
七O 七九7 七ti6 pl~'1 l 

Summβry 

T.he2ユ3七hDist ric七 iadeep1y indebted七o1¥Tor七hwes七e:rnUr..iversi幻rfor i七sCon七inuing
whole目heιr七 (~d coopera七ionin 七hoIn七urna七10nELlS七uden七Projuct. 110 eu七正予rpriseof もhi8
凶七urcc∞ld enjoy七ruesuccess ul斗eSB七he∞目OpCI‘&七ingIllSもれ叫102:.vvhich provides 七h~ニJ
aCtl demic op'9ortU1'~ i七i乙:Sis i11 comple七eharrn位lyVli七h七hoprojectCII 世l(-!uct i ve in七ur・08七
E..Lud Ullれ ilinghelpμccord<2d七hepluT.L b;y-universi勺Tofficiuls througb七hepas七several
yGtニr'si8 ιmple prooI七ha七七htYare in comple七GとLccordvri七hour objuc七iveof fur七horI1;g
in七erYl['.七10nと;，1good wil1 and unders七undingin this s七uden七gues七progra.rn. We fOE:l cJr七i.iil:
七hut昔 likG}Torthwestern t 。もbE:rgreι:もurJ.ivurs i七iGSin七11G COUll七ryvvill wiah七opE:.r七icipu七e
in 8111'i1乙rforw:':"1reトlooking II~ 七erna七 ioおと， 1 Service tlC七ivi七ie8.. 
¥¥'1H:'lt our prcvious s七udcn七gw::渇七sure accomplishing.七oge七herwi七h七heirkind exprus陶

s i on s of e.!')つreci6tion，should lea.ve no doub七inMy RO七 ari~却 18 mind. '-'i.S七O七heeff iωcy 
of our D.is七ric七I口七c-:rn3七iOE(:j.1S七u生θn七:Proj(:iC七令 IrLdeod， 七his七horoufhly}?rιct 1co1 .:l!ld 
つ08i七iVDvon七urein Intorna七io~~l Serv1ce hU8 &七七rb.c七edu七七en七ionfelr beyond 七heconfinos 
of our dis七ric七 Inquiriesfrom古113七ric七governors in Ell par七sof 七hocour::‘七月rco立もinue
ちoCOITl8 to our (...七七en七ioneiS R.o七:.._rilぬseveryvmere see}ζ 七oEl七innilatesimilvr a.c七ivi勺rin 
ad VQ.rlC irJε 七h8Four七hObjec七ofRoもary骨
ムs1n s b，H.m st士山edbefore事 we in 七he2ユ3thDistric七know of no distr1ct proj(~c七

七hむ七 b08もrough七 60much Se.ttisfs.o七ion七o:.30 ~any Roいrit:は'H3同七ho1口七Drn0.七ionと:Ll3七ulen七
Progrum.. WO are cODvined thL，七七hisprojf1c七con8もitu七esst nrnc七'icnleipplicQ七ionof tb。
Fourth Cbj oc七ofRo七a九九 We are f・ur七her.convinced that， as tbe idea gains momen七U:Ui七
wiユユ devE:ユ0111 imi七1ess?ossibili七iesin 七hefur七heranceof Rotary'a unceasing efforもS
七ofoster iで七erna七ionalunders七andingand good wil1 among 七hepeoples of all nations 
1n七bei1:七eres七ofenduring peace. 
Ever;y club in our dis七rict昏 sa ve OTl (]. made a f ineL.l1C i~斗 Con七 ributio:G las七yOflr七O

thisprojuc七 'Yourcommi七七E'ehopGS to.a.guin曹七bisyeurt receivG七hisgencrous sllpoorも
もyevery club in七hodis七ric七wi七ham.'Dinimurn contribution of $1.50 for c8.chmf:mb(，r. 
Par七icu1orlyi8 such o CQnもribu七ionper member imperu七iVE: if weと.¥reもouG>nもinuewi七hour 
pユo.n16UDched七h

INT "EfÙ'~ムTI01JムL S:IDUE.'TT PROJECT COiviHITT官官

OTTC SCHWEIlT.BERG.'JlR， Governor 
I'11'ol ine量 Iユエinois

工LLOYI;ε"HOiムJ1ISTJ¥ER，Ch~ムirm[~n
Wilme七七e事 Illinois 

WI1LI.u.h1 H.. !3V.J.2J 
Ge~eS20. Illinois 

Vt町:SLFY1. BROW~:r 

iJ.'îlrne七七 e~ て11inois
L主~ori呪TI 1.. 刀工克TZ
ム.urora，Illinois 

下'.DW.t¥:ED :'~I 3N宮R
Rockford. Illinois 

ovrD W.. 1BSRB.ACH 
Bvω18七011~ Illinois 

H 41 RELD H01ù~ER 
Freε-por七昔 Il1inois 

Mlili::)Hl¥.LL P. M.ALISCH 
Henry. Il1inois 

H窓arü'J~ TeOORE 
Belvidere， IllinDis 

孔 wム訂作 WJ.¥LK'FB.
ChiCLi.go曹 Illinois
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Lloyd Holliaも6l"
エ232Centra1ムvenue
Vlilme七七e，!111nois 

Governor TomG協同 Teahima
Ro出ry1n七erna.はonalDisも1'io七百。ム 60
27 Shinanomachi 
Yo七suyaP.O. 
Tokyo t Japan 

Dear Governor Tomo: 

you no d.oub七a.reaware of七hefa.c七七ha七RoyPa1mer昔
Governor of Dis七ricも213，Ro七aryIn七e1'na七10na1，工9比9四1950.
103七hisユife1n印 a1rplaneacciden七May30宮工950. The 
Ro七ariansof七hisdis七ric七weredeeply shocked by Governor 
Roy's un七ime1ydea七hand have se七upa Memorial in his hono:r. 
This Memorial 18 inもheform of a 8cholarship for a Japanese 
studen七@

The scholarship wi11 provide fo1'七ranspor七aもionfor 
七heB七uden七frlsmJapan七oChicago and 1'e七urn. 1t will also 
provide for his七ui七ionfor a culendar year of gradu，叫estudy 
are Northwe3tern Univers1ty 1n Ev間的on，1111nois' (suburb of 
Ohicago). There wil1 θ'.160 be a.n adequate subs is七eωeallow如何@
1n 0七herwords骨もhes七uden七shouldno七berequired七oB :pen d uny 
of his own funds in o1'der to七akeadvω七ageof七his.scholcrahip.

Iもi8枇七hg1'ea七plea.su1'e七ha七wee五七end七oyou， as 
Governor of七he60ぬ目的1'ic七， an off1c1a1 invl同七iontQ selec七
a. sもuden七fromyou1' disも1'ic七七oreceive th1a Roy Palme1' Memorial 
Scholarsh1p and七omee七andassoc1aもewi位1七heRoもa.riansofセh1鈴
dis七1"'ic七@

There aI"e cer七a1nqu.alificaもionsand requ1remen七S fo1:' 
七hesもuden七事 whichwe suggea色事 aafollowa: 

1. . The sもudentrnus七beof七hero&le sex， unma1'ried， and 
no七over25 years old. He must have an gxcellent 
reading and speaking knowledge of七heEnglish lan部 age.
'!Ihis i8 mosもimpo1'七郎七事 and we sugges七七ha七七hes七uden七
be required七opass a 1'igid examina七ion0おもhissubjecも@

ム 亙立 m~18 七 be eligible_as agradu.a七e~tudent ft ha札口氏
思盟主l~七 ed at leas 七 fQur_'y~iQ.r'H._oJ_Jlnj.Jlersi ty work. 
His record of academic work mus七beou七standing.
The fields of study availぬ10for七hesもudenもwi11
be limi七ed七oEconomics. His七ory.Educa七ion，.Sociology 9 
and Poli七ica1Science旬 Heshould be here in time ior 
regisも1"'a七ion，Sep七ember24，エ951.



同九

Governor Tomo七akeTeshima 自 2叩 December ユ弘 g 工950

3" The a七uden七mu9七agree七o1 i ve in on e of七he
Univerai七ydormi七ories骨 shε¥ringu room wi七h 向l
American s七uden七ゐ

込 Thefira七semester$.七七he'Universi七ymus七
Inc1ude a C(lurse in p~b1ic apeaking~ 

ラ Hemus七securecユearance七hrough七heUni七ed
S七a七esDepartmen七 ofState. 

6. He rnus七visi七66clubs in七hisDis七ric七andbe 
prepared to七e11the members of七heseC11ユbs
some七hingabou七hiscou工1七ry. These vis i七scan 
be made during his school year. asもimewil1 
permi七@

7.. In selec七ing七hes七uden七youshould choose one 
who 1s qualified七orepresen七yourcoun七ryas
卸1ambassador of good will七Oもhes七uden七S of 
七beUniversi七yand七othe Ro七ariansof七his
Dis七ric七@

s. 宜emUB七re七urn会ohis coun七ryshor七lyaf七er七he
school year and， upon his re七urn，七hes七uden七
mus 七 vi~i七七he c1ubs in your Dis七ricも and七e1ユ
your members some of七he七hingshe hasユearned
abou七us. He hope七ha七yourDis七ric七wi11七ake
ca.re of七henecessary expensesfor七hevisiもs
to your c1ubs. 

I七maybe of in七eres七七oyou， Tomo，七oknow V'lhy七he
commi七七eeseユec七eda Japanese s七uden七七obe七herecipien七of
七hisRoy PaユmerMemorial Scholarship. WhenGovernor Roy w正18
making his Qff・icialvis i七s七o七hec1"¥ユbs1n七hisdis七ric七he
spoke abou七hisfriendship wi七hyOlし I七3eem3tha.七 youbece.me 
acquain七eda.七七heIn七erna.七ionaユA.Ssembly骨 and七hisacquain七ance
retidly developed in七oa七ruefriendship. Roy admired you 
grea七lyωdt consequen七ly，七hecornrni七七eefel七七ha七Roy.if h6 
were here. would cer七ainlyapprove of a scho1arsbip for a 
Ja-oanese s七uden七 TheRo七ariansQf批1isdis七ric七areall 
七remendouslyimpressed wi七hthe possibili七y'of七hisscholar四
ship grea七lyimproving七heunders七and，ingbe七ween七he'Rotari飢 S
of七hisdie七ric七a.nd枇18Ro七ariansof your，dis七ric七@



Gov~rnor 巾omotakeTeshima z
J
 

December II↓，工950

Las七week! had the privilege of mee七ingDr. Kinji 
Shim1~u. Presiden七 ofthe ~agoya Ins七i七u七eof Technology 
Gokiso-Cho 曹 Showa四ku静下~aεoya. He attended a mee七ingof七he
Wil!T1e七七e'Ro七aryClub as a gues七 of Dr. Ovid宮:shbach.Dean of 
七heTechnological Ins七ututeof }，Tor七hwes七ernUniversi七y. Af七er
七hemee七ingwe talked a七 60melength bbou七七be Roy Palmer 
Memorial Scholarship世 andDr.p Shimi zu ~ras ex七remelyin七erested.
He e.dvis 8d me七ha七 ifi七werepossible for him七obo of a.ny 
service七oyou in infor~七 10n o.bouもIrorthwes七G詑1Ul1i vers i勾ror 
七h8selec七1onoftbe studen七.he hoted七ha七youwou1d feel free 
もocornmunicv.七ewi七hh1m. 

I send'七oyouもhogree七ingsof Governor.O七七0
Schweinberger and七heRo七uriansofもhis'dis七Tic七D as well 
as myown personal gree七1ngs.

Ro七ιt.rily，yours • 

L10yd Ho11is七er，Chairmβn 
Inもern&七10n[(1S七udent
projec七Oomrni七七ee
Dia七ricも苫0"，213 

LH:J百

Governor 0七七oSchweinberger 
Ro七aryInもernatioue.1Disもrict，Uo. 213 
1604 Seventh S七reeも
Moline.曹 Il1inois
甘.S.A.

e 



THE 三ぷ忠一2~STRICT I~TT問ATIO~:jA1. STt印刷 PROJ:Ecr; 

The 213th Dis七ric七ofRo七arJIn七er四 The projec七hu.di七sincept iorムヤJfJ1
national (1¥"or七hemI11 inois...町田ldformer1y 七he213七hDis七rictextended the firet i~-
もhe山7thDis七社C七)has entered upon i七s vitDtion to 七hedistrict in So叫 h.Ameri四
six七hyeι:r as i?POロsorof an In七erna七ionul CD. hC:iVÍTJg 七he ユúrges も m~mbership in Ro司
S七uden七:froject. 七ary，which w&s Argonもina. In succes問
So significan七h!J.sbeun七hi8In七er日 siveyears have followed invi七u.tionsto 

natioDDユServiceenterpriSD th~ も i 七 long send七O七hisaroa 8七udentgues七sfrom 
since b七七rac七ed七hθ 6.七七tヲロ七iOLof Rotary Chile， Erazil， U~lay ， and EnglWld. The 
1n ternD.もionu1;七his七O七heex七0n七七ha七 sもudeL七gues七for七he1949日 50Ro七ury
the :orogrt.m of七h8213七hDistric七has year wi11 com8 from .Peru事
served sC!'rlewha七aSu. pu七七ernfor七hoRo四 百owdoes this n1an work1 
切り Foundation]'e11owship Pro je'ct. which The Student Gues七Projec七 isfinanc-
now encorrpasses the world and promises七o ed by contribu七ionsfrom a11七heindiyi由
become Ro七ary's中os七 pracむical&nd sig- dual clubs in七hedis七:ric七 Theresponse 
nifican七exemplifica七ionof i七sFour七h in七hisregard from year七oyear hGiS been 
Object--I1The advancemen七ofIn七erna七ional increasingly more encourhging， a defi四
underst印 ding，good will， eilld gua.ce....." nite indica七ionof七hecons七an七lygrow由
This program of七he213th Dis七rict ing po.Plユlari七yof七heprojec七wi七hthe 

shouユdnot be con6七ruedas supplan七ing cユubsand indi vidω1 Rotbriu~s .. 
nor in bUy sense competing wi七h七heFou品目 The cos七 of 七heprojec七 i8 abou七
おはonFel10wship Projec七@恥もher，i七 む，500t! yeur;七hesuggested con七ribution
comp11mer.‘ts七hemoru. ex七8asivemovemen七 ofone do1ユιrιyearper Ro七arianamply 
inauζUrtl七eda few ye&rs ago by Ro七aryIn- covers七heexpen8e inもhisdis七ri.cも6
七crna七ion&l軍&は七owhich七huclubs in Under七hep1an an a.CCQU工よも 18se七upa七
七hi8 dis七ric七 a.re he~r 七 i1y con七ribu七ingll 七heuniversi七y七hes七uden七u七七ends
The 213th Dis七ric七projec七d08S，however， (Northwes七ernUniversity u七Evans七on.
gi ve our cl1どosω4  七hei叫 ividualRo七ピト III Ì1~ois ， in 七hisi1'18 tance )， from wh ich 
i(;1116 a feeユingof being "closer七0七he he cωdruw $150 per monぬもocover hia 
pic七ure"in七his9hase of In七erna七iona1 living expenS8S. ム11of七heatuden七's
きのrvicet e.nd the meri七 of 七hisユocaユized 七ransporもとL七ioncos七B from bnd to his ow 



sul七scbn well bu ap~reciaも ed. Thus. opporもuni七yi6 in cOffipleもehÛrmOD~r 'l'd.t~ 
whil(; もbeStudent Guea七nOVl meikes fewer 七hemovement. We feel cer七山‘ もhLt.， liV:..J 
visi七sin七hecourse of bis year a七七he Nor七hwesもernUnive:rsi七y，0七her1.1niversi_ 
university. he never七he1esscon七in'.les七o 七iesiおもhecoun七rywill wish七obc l斗
mee七七helarge me4jori七yof七heRo七arians i?elr七 ofthls forward吋looking1n七erm:l.七10n日
in七bedis七ric七，ωandha.s more七iffiefor his al Service ac七ivi七y. Our B tudun七guυs七s，
progrr'.Ill of gr~duate sもudy.VJhicb i6. of 七odute曹 hU18come away from their stud.ies 
cours正!， εT. importunt '98r七 of the p1"ojec七 a七Nor七hwes七err..wi七h七hefeeling 七hふも
Wher.七hcfJ七l1dent gU.8Sもmakeshis 七heywere reo1ly lIalumni" of this greaも

visits七othe clubs in七hedis七ric七， his American ins七i七utionof learning骨 εu1dnot 
もranspor七ε七ion，ir... mos七 instancos. i8 fur四 merelyIIforeign" observers of七heA血eri四
D ished by Ro七ariansin clubs 10ca七ednear CDn educe七iona1scene. They have gaine1 
thc UYliversity. This i5 dOD6 on D voltin四&real impression ofムmericancollege ~~d 
七eerbasis a七七hecal1 of the Sもudenも studen七 life.. 
Projec七 Commi七七e8. 1n七eresもinglycr.ough. There are car七ainqu&lific&七1011S :J， ~11 
thc number of S1ユchvolun七eershas increas-responsioili七iesto be me七もy七heS七u..i8nも
ed eo.c1".. ye.:J.r t S ir.ce W0 have f ound that our .GUeS七四der七heplω d記長visedby七he213七h
individuιユRo七8riw1shavθcorne七o七akea Distric七:
vory pcrsonul interes七 iritbe s七1.ldent . a) The s t 1.1品川 must be of the male 
gues七 anじl. ηlOroover J cons ider such aCもivi四 sex， unmarried. 釦ldnoも over 25 years 01くし
もyas o..ff ording七heman oppo r ti叫 i勾r七o He mus 七 haveωexcellen七 ~eading and 
r0uder ~ personal survice in七he1nもeresも speakingknow1edge of七he恥 ι1ishlangtユage.. 
of七he1nterna七ionalStu.ien七Projec七 b) He rnust mee七 eligibili七yrequire-
'SUCCeSS of 七heIntern叫 ionalS七udeはも rnen七sas a graduatc sもuden七世 havinεcom由

porjec七res七slarge1y inもhowork of七he ple七eda七 1eas七fouryears of~~ders 
District Committω e.i.ssigned to七h叫 spe，...瓜七eunivers対ywork. 
cific. tEtsk by七hEDis七ric七Governor. 80 c) He must agree to live in one of 
de七とli1edo.nd pressing has this u8signmen七 七heuniversiもydormi tori'es， shb.ring a 
becomc:: t'bo.t. a七七he'Dis七1"io七Conferencein room wi七h抑制ιJrican(U.S..A..) 'student. 
Ma.y J 1<9切， i七wasvoted by 抗~è de1ugutes d) He -firs七S8mesteraも七heuni ver曲、
七oi 
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A伝C'ogr.出直 ProposalFromもhePres1den七of 
Ro七aryInもet'n&七iono.l

-一一一一一一一一-…
The yOF..<.l" 1950 ~ ... e 七hefirs七halfof 七he七we口七10七hcen七ury16 ~~ssing 
ln七ohistory • .. T a brief momenも 1nthe span of rocorded七ime官 yet.packed 
vdιh gl'cn.七'901'もen'tfor each one of' us 1 

Should "v7f:1 D 0も pa.¥'''..S8 七otake a七ockof 育Ilha七haa happened困問tocons ider how 
tho mis七a.keeof 七11epasも migh七have been avo1ded帥帥andhow we oan build 
1)8七七orin 七11esocond ha.l:f'? 

Ilook:lng fOl"'wa)."'d in 1900， who W01l1d have believed pOssible七huwor1e..輔
βhal亡~_ng (10vo10)穴lE:nts七ho.七 were七ocomo.. Looking f (H'吋m.rd七odムy，wtJo c凡n
rnOCLGu:r.e the chs.llengo~ and.七I1Doppor七unities七ha七wil1confron七七h6BeC個
ond. 1".8..11 of七hism&l'velo:us， f印ltasも1ccen七ury.. 

~.rcr"~1 ず G~ of UO， r suppon0f would dare七oventure u guess. 10七i七百'Iignt
b8 worth trying， eapecia工lyif we ohared uur 七houghtsf:ad hopeD εmo， ものok
O~λ了 s 七o.nd on七hisp:romon七orycf exisもence七ogetherft

lTI-;，rO~1 if oux' 1'I耳1.七edgaze failed to pierce七hemis七yfu七1.11-e曹Vlewould 6七i11
be s七rong七bened.oy七heeffor七七oaee Our goals more cloarly. 

人c~cor斗ingly t 1 proposeもoa11 Ro七a.rγclubs七hroughou七七heworld七ha七七hey
pl~~ a upenlal ~rogram som凶 imeduring七hefirs七fewweeks' of 1950. In 
worlふ.widefel1owship， 1e七8.11Ro七ar1ansjoin七ogc七hel" in u common determi四
nation七ore1edicate our efforts in making七h1aTHE C翻訳JRYGF SER¥rIC官。

PERCY HO民SONt ，Er.esiω同事 RotaryIn t erua.七i01'18.1

-一一・曲品品

]10l" club progr側 augges七10nssee following pふges.



t~QkinK_:80主h Way.sfrom 19!5il'!.. 

A snr&Jî!S~盟」辺住制改JTLINE

Lo七七wos:peakero lnもerpre七七he七heme!lj.locl::iug Bo七hWaya 
from 1950¥1 in七ermsof the Four Objcc七Sof :Ro七e.ry…one
spOD.l主er七alktngon "1ooking Backward from 1950";七ho
。七heravoakeγon "Look1ng Fo:r:弔問dfrom 1950"“ 

Sugges七Ddou七linosfor七hea6twoもalkafollow曹 for七he
convonience of七hespeakel"s selec七ed.

The Chairma:l ~ 
a) 1誌もroducea七hoprog;:am命
b)吋 amnot afraid of Tomorrow for 1 have seen Yesterday凶 d1 love Toda.y.. 11 

-...William Allan加11七e
c) Reference to rnessage by Presiden七百oclgson(pageυ。
d) Introduces first apeak己r事 whovl111 t品lkon:咽

1~~OQ闘賞Q. ~~CKWA主主題部記盟L

F1rst S-peaker: 
ユ..In七l"ociuoもiong 
"Onユy七heman who qu.es七ions七home批lOdaof七hepasも七a.kes七henDXも8七ep
in七O七hemeもhodaof枇1efu七ure4"

曲同AlexM. Miller曹 Manager， Caぉad:lanAs a oolaもion
of Adver七isingAgencies 

"The paa七 isもheouly criterion by wh1ch we may sU色icipa七G 七hefu七ure.1I

6 

帥幽Ro七a.rianC1，品y七0且 Rand. Gulfporも.M1ss It 

2. From七hea七andpoin七ofOLu:B SERVICE: 
a) !n 1900.七hoService 01ゆ曹 aawe know it toおれ d1dno七偲1a七 The
greg日 ious1ns七inctsof man were expreased more throughもhef::. ... u七e:rnal
七ypeof organiza.七ion.. 
b) in 1905，七hefirs七Ro七aryclub wa.s org儲lized，with a.membersh1p based 
on七hecJ.s.ssification principle of one man Irom eachもypeof buainesa 
or profession. 
c) Tr守口ebriefl;y 七hegrmマ七hand developmen七of Ro七&勾f七oits prosen七s七a曲
tus of approxima七ely7000 clubs宮 wiもh350，000 members事 1n32 coun七riea
and geographical regions. 
d) Describe七heever田expandingfellowship and acqu弘前anむefea.turoa of 
Rotεlry membership and coropare wi七h1900事 whenlim1七&もionsonもranapor幅
七ationD.nd 0七herfaciliもieamade 七heS6things mor8 of a local ma七七er晶
In a.reas 'where 訪問ightapply men七iOIlcould be t国 daof批leold-t i116 
squa.ro dances昔 huskingbees， house warminga事 GもG。
。)CompareもheLyceums e.nd Cha時 auqua.sof t1?e early pa.rも of恰 ecen七ury
w1色h色heregular week1y forum of七heRoもar.yolub... 

蜘 2 脚



、

3.. From七hesta.ndpoint of VOCATI01!"AL SERVIC~l!: g 
a) Describe br1efly七hehuainess condi叫 onsand pract.1oes的坊の同信inning
of七heaen七ur-y.. 

国 19七七hebuyor bewarc. 
由 Ru七hlesscomoeti七iono
叩 Sweatnhopprac七iceoo
同 Childユabor.
時 Monopolies.
帥 Fl""audulentadver七ising

も)The growth and developmen七oftrade UPJ80ci凶 ions.
c) Traccもheearly work of Rotary in hcl予ingもodevelop codes of correo七
p:ractice .. 
d) Describe Rotary.s progreUll ぬい

同軍uployer船団lployeoRela七ionships
叫 Com:peJ~i七01"Rela七ionships
~ Buyer~Selle1" Rela七ionships

(Much helpful info:rma七ion冒 especia.llyon "c" D.nd "dll 

~:1. 11 be f01.ユncl1n IIService 1s My Thユaine時 E12 炉ユ，bliehed
by Rot [-ì~r:-y 111 ternaもional嘗l:tcopy of which 18 proba，bly 
availaole fx'om yOUT club eeCl，"Dもa.ry..) 

l.~. e ]'rom the 3 もandpo~L叫 of cmtsfUNITY S盟lVICE~
れ Describebriefl;r 七hGphys ical and apiri tual aspecもお of 'ch e C oramu.n 1もy
in 1900。
b) 'l':r:ace七h0:i.mp:;:'ovemeuts七ha七haY0'been ma.de in七he1ω主 50years" 
c) Mentton a.ny戸 T七七ho.も七helooal Rot~l"y club 11'E.y have hud in such 1m掛

p工rOveTr..(~泊七 s 納

51) From七he3tal1dpoin・tof INT];R!L4.TIOl~A.TJ SJi1RVIC官z
a) !)escri be b:riefly七hez"taむ1ユS oI七hoVfOI・ldin 1900事ぬdthe :relo.t ion o:f' 
speakel'd ~ own 11&七ion七ores七ofworld aも七hat七imetr Fix七heperiod 
in the mind.g of audience by ment10n of 6vents 01" of persona prominerゆ
in pl必liclife in 1900. 
b) Con tl"8.s七 differencesin transportation. comrnun対抗ions."6も0(1.which 
hayc rê!~ul七ed in a ohanged relaもionshipbe七weenpeoples of七heworld晶
c) Rt1.ssian守.Ja:panesewar. 
d)官orldWar I. 
e) LeRgue of Na七ionsand i加 failul"'eもopreserve peace. 
f) World War II .. 
g) The Uni七ed'Na:七iona曲同七heWorld'磁器econdChance匂

6n Conclusion~ 
I~ Vle 1i ve in七h0prDsen七一 Wedl"eam of七h6九七ure....-l3u七 welaa抗lfrom 
七hepaat (l wh時 iapaa七1aprologue色othe future." 

脚欄臨de皿eChiang K叫時shek
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J
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Ths Chairman: 
a) ItWe can haveもheworld. we wan七1f-eno立ghof us war均的 ho.rdenough to work 
for i七 11
b) The second apeaker wi11 ou七11naaome of七he七hings七hatneed to be dono if 
we are七omove七oward七ho.も goa1in ~he second half ofもhe駒ventieもhCenもury.

1I LOOKING FORWムRDFROM 19号0"

Second Speaker: 
エ..In七roducもion:
npre乱1c七io立 of be七七er七imea七ocome are fu七i1eu且1eSBaccompanied by 
concre七eeffort." 白血DeVereA11e;a 
tlTomorroVJ may not be be七七01" 七han七oday，and may well be wors~ 骨 but i色
has one unique a.七七rac七ion;i七has no七ye七‘ come."

出回買:..M.Fors七er1n IIAb1nger Harvesもn

2.. From七h0stムndpointof CLUB SERVICE: 
a) The grow七hof Rotury七opresent size and pres七ige1s un asset 0旦1y.if 
wc use七o七heful1 the poten七ia1s七reng七hof Ro七ary.
b) Care mus七beexercised no七七o10S6 sight of original ideals of Ro色ary晶
Impor七anceof tho eduoa七ionof a11 Rotar1~ns in七heobjec七sand 
respoueibilities， 
c) 首eed七omain七8.in七hohigh atandarda of Ro加 ry輔糊adherenceto cla母sifi醐
ca.七icinprinciple--a七七en~nce回申G七c.
d) Pro.specもsfor fur・七he1" ex七ensionof Roもおry.

3. From the atandpoin七ofVOCATIONぬ SERVIC:E:
a) Busines.s haa七raveleda 10ng road since 1900T訪れsvery progress 
has created new problema七hatwil1 chal10nge七heingenui七yof ma口七o
f1nd a aolu七10n!

四 Managementand 1ubor .. 
何Thefine 11no be七weengovarnme凶 regu1G!tionand 
priva七eon七erprise.

伊 Car七elsversus freedom七o七ro.de.
帥 Co~ercial Bribery. 

b) Fulfilling hi5もrus七P 七heindividual Rotari関口anma.ke service七he
prime considera札 on1n every decis10n and七ran2&C七10n....脚，wi七h1abor噛脚
wi七hcus七omers四 .... wi七haupp1iors押吋ぬdvri七hgovernmen七骨
。)The Rota.rγprincip1ea of vocational aervice can申 1fpracもicedgenerally 
七hrou.ghou七thewor1d曹もransform七heTwen七10七hCen色ury.1n色oe且 e:raof 
freedom and，producもiveen七er:Priseforもhobenefiも ofal1. . 

4
・e ・

4.. Fromもheaもaudpointof 00附 UNITYS抵tVICE:
a) Develo.Llments ou七linedby firs七時総kerh.a.ve mゐgnifiedsome þroble~縄問

時 Juveniledelinquency. 
何 Ed立ca七ionalfo.ciJ..it1e畠@
血 01七yp1anning_ 
伊 Goodgoverrune:o.色@・
百七C験

脚込‘蹄



a.nd have creaもed0七hers!相
脚 Housing.. 
醐 Trafficaafe勾，.
輸 Occupa七lonalinfox潤&色ionfor you色h.. 
百七c.

ら Fromthe 8七andpoint of !N官邸ぬTIONムLSERVICE: 
a) The devustat1ng effecto ofもVJoworld wars hωbeen七hemajor failure 
of七hefirst half cen七urγ@ 叩18second half r叩STseo progress七o'ward.
a. solu七ionof the problom. 
b) The lesson of七husefolliea ~as recognized知的eUnited Na七lonsOharter 
もIU七na七ionsare otill far from七aking七helesson to hear七@
。)By七heirFour七hObjec七惨 Ro七ariensare commi七七od七othe proposi七ionthaも
unders七andingand good will ，among七hepooples of七howorld are the con阻
d.i七ionafor las七ingpaaC8. As indi viduals and七hroughclub a.ction they 
can ~build suppor七forthe Uni七edl¥Ta七ions.
d) Rotaria.ns cωhelp七0 旬以nworld-minded leadera抗lroughe訪問sionof 
七heRot D.ry FOlユ且da七ionFellowships .. 
。)They can crea七eand lead a movemen七of七hepeoples of七hewor1d七oend. 
forever七hescourge of Wa.:r by unleash1.ng七hecor.rat:ruc七iveenerg:ios of 
mankind. 

6. Conclusion: 
111e七U8march toge七herwiもhhigh courage and noble pu:rpose申 no七merelyもO
mee七七henew age事bu七色ocrea七ei七"

噛坤，Ro七urianJames官&七churs七世官'arring七on曹England

ムddi七 i Q.ll~1 SW!ges七ionafor Club programs on: TJ.1E....eECOND耳ム誌、

1.. Clubs wi七ha fla1r fo1'"針1edrama色ic'andhumorous migh色 invoke七heo.id of a 
Ilcrys七alball" with voices of七hePaa七andthe Fu七u.reconduc七inganeer1e 

dialogue. 

2.. Or事βe1ec七three'membersof diverse cla詔sifica七iOIlS七obriefly discuss advan回
ces in七heirfields during pas七fif勾rye~r8 and problems of future. Tho phy脚

sician昔 forexamplf.lo 七opo1n七outdiscoveries of new drugs官 advances1n posト
operb七ivacare骨 andthe problam of the prevenもionand cure of Cbncer. Like前iae
a mb.nufac七urerand a 七ranspor七白色ionmember or an educa七or七ocover 七heirfields .. 

3.. Or曹 aflround七ab1ell diacussion of七heぬovemembers (七heclub preaidont is also 
:presen七)who are meeting to discuasもheirauccesses曹 failureβ曹出dho1'es for 

the fu七ure;七heirdiscussion i8 in七errup七edby七heinもroduc七ioncf b. new member who 
says he represents七hefinn of吋heF凶ぽe世Un1imi七ed.1I ムakedh:t営 cla.ssifica七ion.
he ~yateriouß1y ， obßerveB 七ha七七he classifica七ioncommittee 1s a七i11in a hudile 
七ofind七herigh七七errninologyfor七heservica performed by his firm.. F~p1aining 
七hatas a new merober. he 18 aeeking inforロlD.七ion事he七honproceeds to direc七 a~me
questiona七o七hOSE:8ea七edaround theもab1e. For exarnple事七o七heoanufacもurer:
IIDo we have a labor problem in our communi七yム醐o:raro condi七ionsbe七wecn'employcr 
D.nd employee generally sa七isfac七ory?" To七hephy時icia.n:"Do we ht~ve a. heal七h事1"0岬
blem 'in our oi七y1 蹄la七 1s be1ng done abouも 1t?1t To 色he器工.ubpreslden色3 川町18.七 1s 
。urclub doing righ七herein ou:r色own色opromoもeもheideal ofぬefreed.om of 1閥均les
everywhere and world peace?" 
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